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福
島
と
山
形
の
県
境
、
東
西
25
㎞
、
南
北

15
㎞
に
あ
る
火
山
群
の
総
称
。
日
本
百
名

山
に
数
え
ら
れ
る
。
西
吾
妻
火
山
、
中
吾

妻
火
山
、
東
吾
妻
火
山
に
分
け
ら
れ
、
噴

出
の
中
心
は
東
南
東
か
ら
西
北
西
の
南
北

2
列
に
分
か
れ
る
。
火
山
活
動
は
南
列
よ

り
北
列
、
西
よ
り
東
が
新
し
い
。
最
高
峰
、

西
吾
妻
山
（
2
0
3
5
m
）
山
頂
北
側
の
天

狗
岩
に
は
吾
妻
神
社
が
祀
ら
れ
、
修
験
道

の
山
と
さ
れ
る
。

　
東
吾
妻
火
山
に
は
東
吾
妻
山
、
一
切
経

山
と
吾
妻
小
富
士
な
ど
が
あ
る
。
一
切
経
山

は
、
平
安
時
代
に
阿
倍
貞
任
が
仏
教
経
典

集
成
の
一
切
経
を
山
に
埋
め
た
伝
説
に
よ

る
。
有
史
以
降
の
火
山
活
動
は
一
切
経
山
に

限
ら
れ
、
小
規
模
な
噴
火
・
噴
気
・
水
蒸
気

爆
発
な
ど
が
近
年
ま
で
起
こ
っ
て
い
る
。
そ

の
す
ぐ
北
に
あ
る
五
色
沼
は
美
し
い
コ
バ
ル

ト
ブ
ル
ー
で
、
時
間
や
見
る
場
所
に
よ
り
変

化
す
る
た
め
、「
魔
女
の
瞳
」
と
呼
ば
れ
る
。

　
吾
妻
小
富
士
に
は
、
早
春
の
雪
溶
け
で
、

福
島
県
側
か
ら
は
雪
の
残
っ
た
部
分
が
う

さ
ぎ
の
形
に
見
え
る
「
雪
う
さ
ぎ
」が
出

現
す
る
。
晩
霜
の
心
配
が
な
く
な
り
、
農

民
は
こ
れ
を
見
る
と
苗
代
に
種
蒔
き
を
始

め
て
い
た
。
雪
う
さ
ぎ
は
福
島
市
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
な
っ
て
い
る
。

福島県・山形県
あづまやま

吾妻山

vol.11

魔女の瞳と雪うさぎ

「雪うさぎ」の見える吾妻山の吾妻小富士（撮影：新田隆一）

吾妻山
25km×15kmの火山群。玄武岩、安山岩などの多くの成層火山と単成火山からなる。噴火警戒レベル１（平常）。1月8
日現在

い
っ
さ
い
き
ょ
う

あ
べ
の
さ
だ
と
う
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防災教育
̶̶名古屋大学大学院環境学研究科都市環境学専攻教授　福和伸夫

・稲むらの火
・防災教育支援プログラム
・学校現場の防災教育
Active Woman file 11

杏さん[モデル・女優 ]
Disaster Report
新潟県中越地震から5年

TOPICS
平成21年防災功労者表彰受賞団体から
・泉町三丁目地区連合自治防災会
・特定非営利活動法人にいがた災害ボランティアネットワーク

間違いだらけの防災対策 　第2回　災害イマジネーション能力の重要性
̶̶東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター長　目黒公郎

やってみよう！家具固定　第2回　家具固定の際の注意点
̶̶全日本地震防災推進協議会会長　岩瀧幸則

Disaster management NEWS ̶̶ 防災の動き
・インド洋大津波から5年
・平成21年度原子力総合防災訓練を開催
・「防災とボランティア週間」の東京タワー防災推進ダイヤモンドヴェール

内閣府「防災シミュレーター」

過去の災害に学ぶ 26
1923年9月1日関東大震災　その3
̶̶関西学院大学総合政策学部教授　室崎益輝

防災リーダーの素顔　第5回　
特定非営利活動法人災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード　蓮本浩介

非常食を食べる

日本の知恵を世界に　第5回　まち歩きワークショップ
̶̶国連地域開発センター防災計画兵庫事務所研究員　斉藤容子

シリーズ一日前プロジェクト［第11回］もし、一日前に戻れたら…

「防災絵本」を見る

防災Q&A
自主防災活動を地域住民と継続していくためには、どんな工夫をしたらいいでしょうか？
̶̶水俣市第3区自治会防災防犯委員会　久木田一也

記者の眼　共同通信社内政部記者　奥田有一

第24回防災ポスターコンクール　受賞者の声　岩川　萌さん　　  スケジュール



「防災教育」といっても、「これまで学校などで防災教育を受け

たことがあるか」の質問には、多くの人が「避難訓練をやった程度」

としか答えない。もちろん、学校や地域、職場などで熱心に取組

んでいるところ、家庭によってはかなりの備えをしているところも

あり、一概にはいえないが、他の教科の「教育」に比べて明らか

に少ないだろう。

首都直下地震、東海地震、東南海地震、南海地震の危険性が指

摘されながら、いまだ遅々として根本的な防災対策が市民レベル

で講じられていないことをみると、その改善に大きな役割を有す

ると思われる防災教育を検証する必要があるのではないか。

今回は防災教育の現状と課題について、名古屋大学の福和伸

夫教授とともに考える。

防
災
教
育

防
災
教
育

防
災
教
育
と
は

防
災
教
育
は
、
究
極
的
に
は
命
を
守
る

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
災
害
発
生
の
理
屈
を
知
る
こ
と
、

社
会
と
地
域
の
実
態
を
知
る
こ
と
、
備
え

方
を
学
ぶ
こ
と
、
災
害
発
生
時
の
対
処
の

仕
方
を
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
実

践
に
移
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
に
お
け
る
防

災
教
育
の
ね
ら
い
を
、
一
つ
目
は
「
災
害
時

に
お
け
る
危
険
を
認
識
し
、
日
常
的
な
備

え
を
行
う
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
て
、
的

確
な
判
断
の
下
に
、
自
ら
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、
二

つ
目
は
「
災
害
発
生
時
及
び
事
後
に
、
進

ん
で
他
の
人
々
や
集
団
、
地
域
の
安
全
に
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
」、
三
つ

目
は
「
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
は

じ
め
と
し
て
、
地
域
の
自
然
環
境
、
災
害

や
防
災
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
事
項

を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
し
て
い
る
。

厳
し
い
現
実

周
知
の
通
り
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
家
屋
の
中
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
死

者
の
約
9
割
に
の
ぼ
り
、
倒
壊
家
屋
な
ど

に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
住
民
の
お
よ
そ
8
割

が
、
近
隣
の
住
民
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
震
災
後
は
、

防
災
対
策
に
お
け
る
「
自
助
」「
共
助
」
に
、

特
に
強
く
注
目
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ

特
集

四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）



た
。
災
害
時
の
み
な
ら
ず
、
平
時
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
住
ま
い
の
耐
震
性
を

高
め
た
り
家
具
の
固
定
を
す
る
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
へ
参
加
し
て
近
隣
住
民
と

の
協
力
関
係
を
築
く
こ
と
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
態
は
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。
平
成
19
年
の
内
閣
府
特
別
世
論
調

査
で
は
、
家
具
固
定
を
し
て
い
る
人
は
全
体

の
4
人
に
1
人
程
度
、
家
の
耐
震
化
を
し
て

い
る
人
に
至
っ
て
は
、10
人
に
1
人
程
度
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
状
況
の
原
因
を
す
べ

て
防
災
教
育
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

耐
震
化
に
は
相
当
の
経
済
的
負
担
と
と
も

に
、
か
な
り
の
手
間
も
か
か
る
も
の
で
あ

り
、
容
易
で
は
な
い
。
意
識
が
高
く
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
「
行
動
」
に
移

D
V
D
）『
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
』、

小
学
校
教
職
員
用
・
学
校
安
全
資
料

（
D
V
D
）『
子
ど
も
を
事
件
・
事
故
災
害

か
ら
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
』）。

学
校
現
場
で
は
、
平
成
10
年
に
「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
を
設
け
、
そ
れ
に
よ

り
理
科
や
社
会
と
い
う
既
存
の
教
科
で
は

な
い
形
で
防
災
教
育
を
取
り
上
げ
る
こ
と

も
可
能
に
な
っ
た
が
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
は
、
ほ
か
に
も
消
費
者
教
育
、
金
融

教
育
、
法
教
育
、
環
境
教
育
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
大
き
な
期
待
・
要
請
を

受
け
て
い
る
。

せ
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
一

方
で
家
具
固
定
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
家
具

固
定
も
、
間
柱
へ
の
固
定
な
ど
技
術
上
の

面
倒
さ
や
、
賃
貸
住
宅
の
場
合
、
原
状
回

復
義
務
と
の
関
係
で
困
難
に
な
る
な
ど
、

一
定
の
支
障
は
生
じ
る
が
、
そ
れ
で
も
、

費
用
・
手
間
の
面
で
は
、
耐
震
化
工
事
よ

り
は
圧
倒
的
に
容
易
で
あ
り
、
対
策
を
行

う
か
否
か
は
も
っ
ぱ
ら
そ
の
住
民
の
意
思

次
第
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

こ
の
家
具
固
定
率
も
、
都
道
府
県
に
よ
り

か
な
り
異
な
る
が
、
上
記
内
閣
府
の
調
査

で
は
、
静
岡
県
で
は
60
％
を
超
え
て
い
る
。

平
成
21
年
8
月
に
発
生
し
た
駿
河
湾
を
中

心
と
す
る
地
震（
最
大
震
度
6
弱
）
で
は
、
地

震
の
規
模
に
比
し
て
被
害
が
相
対
的
に
小
さ

か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
の
防
災
教
育
に
よ
り
、

静
岡
県
の
住
民
が
普
段
か
ら

適
切
な
備
え
を
行
っ
て
い
た

こ
と
と
、
け
っ
し
て
無
関
係

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
、
い
か
に
個
々
人
の

意
識
を
高
め
、
そ
し
て
具
体

的
な
対
策
を
住
民
に
と
っ
て

も
ら
う
か
、
そ
の
た
め
に
有

用
な
防
災
教
育
と
は
何
か
を

真
剣
に
考
え
る
と
き
で
あ
る
。

防
災
教
育
の
現
状

【
学
校
現
場
】

ま
ず
、
学
校
現
場
に
お
け

る
防
災
教
育
を
み
て
み
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

他
の
教
科
と
同
じ
く
、
学
習
指
導
要
領
の

枠
内
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、「
防
災
教
育
」

と
い
う
特
定
の
教
科
が
あ
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
教
科
の
中
で
、
防
災
の
狙
い

に
沿
っ
た
要
素
を
入
れ
て
防
災
教
育
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
域
の
安

全
に
役
立
て
る
た
め
の
1
つ
の
知
識
と
し

て
消
防
署
や
消
防
施
設
の
あ
り
方
な
ど
を

社
会
科
で
、
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
理
科
な
ど
で
、
ま
た
、
安
全
な
行
動

を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た

と
き
に
け
が
を
し
や
す
い
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
い
い
か
な

ど
を
体
育
や
特
別
活
動
・

安
全
指
導
の
時
間
に
教
え

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
学
習
の
た

め
、
文
部
科
学
省
か
ら
は

防
災
教
育
に
つ
い
て
の
教

材
が
各
学
校
に
配
布
さ
れ

て
い
る
（
小
学
校
・
防
災

教
育
教
材
パ
ネ
ル『
考
え

よ
う
わ
た
し
た
ち
の
い
の

ち
と
安
全
』『
た
っ
た
一
つ

の
い
の
ち
を
守
る
た
め

に
』、
中
学
校
・
高
等
学
校
・

防
災
教
育
教
材
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
防
災
は
自
分
自

身
の
手
で
』『
防
災
に
つ
い

て
考
え
よ
う
』、
小
学
生

用
・
中
学
生
用
・
防
災
教

育
教
材
（
C
D
‐
R
O
M
、

防災訓練で机の下に避難する県立聾学校の子どもたち
（写真提供：三重県教育委員会）

大地震に備えた対策（平成17年、平成19年）

 対　策 平成17年 平成19年

携帯ラジオ、懐中電灯，医薬品などを準備している　　 49.2  58.9

食料や飲料水を準備している 25.6  36.0

近くの学校や公園など避難する場所を決めている 28.7  33.5

いつも風呂の水をためおきしている　　 21.5  27.6

家族との連絡方法などを決めている 19.3  25.6

家具や冷蔵庫などを固定し，転倒を防止している 20.8  24.3

消火器や水を張ったバケツを準備している 23.3  24.0

貴重品などをすぐに持ち出せるように準備している　　 20.3  23.1

非常持ち出し用衣類，毛布などを準備している 11.0  14.3

防災訓練に積極的に参加している 8.1  12.5

自分の家の耐震性を高くしている　 6.5  10.9

耐震診断を行い、自分の家の危険度を把握している　　  3.2  4.8

ブロック塀を点検し、倒壊を防止している 3.3  4.7

（単位：％、平成 19年特別世論調査）

四日市中部西小学校での防災マップ発表（写真提供：三重県教育委員会）

ま
ば
し
ら



【
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
け
る
防
災
教
育
】

一
方
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
防
災
教

育
は
学
校
教
育
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

対
象
も
子
ど
も
た
ち
に
限
っ
て
い
る
も
の

で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
学
校
現
場
以
外
の
、

家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
で
も
、
多
く
の

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

災
害
時
の
行
動
は
、
ま
さ
に
命
を
左
右

す
る
も
の
と
な
る
か
ら
、
家
庭
で
は
、
緊

急
地
震
速
報
へ
の
対
応
、
避
難
所
の
確
認
、

災
害
時
の
連
絡
方
法
の
確
認
（
と
り
わ
け

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
7
1
）」
の
利

用
方
法
の
確
認
）、
非
常
用
食
料
な
ど
の
備

蓄
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
り
、
そ

の
過
程
で
家
族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
で
は
、

ほ
ぼ
例
外
な
く
防
災
訓
練
が
町
内
会
・
自

治
会
な
ど
の
主
導
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
防
災
用
品
の
配
布
、
小
規
模
の
勉
強
会
・

講
演
会
も
地
域
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
職
場
で
も
、
避
難
訓
練
の
実
施
や
、

企
業
に
よ
っ
て
は
従
業
員
に
帰
宅
支
援

マ
ッ
プ
や
防
災
用
品
の
配
布
、
災
害
時
の

連
絡
・
参
集
方
法
の
確
認
を
徹
底
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

ま
た
、
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル（
内

閣
府
、
防
災
推
進
協
議
会
）、
防
災
教
育

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン（
防
災
教
育
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
実
行
委
員
会
）、
ぼ
う
さ
い

甲
子
園
（
兵
庫
県
、
毎
日
新
聞
社
、
財
団

法
人
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機

構
）、
小
学
生
の
防
災
探
検
隊
マ
ッ
プ
コ

ン
ク
ー
ル（
日
本
損
害
保
険
協
会
、
朝
日
新

て
の
学
習
や
、
既
存
の
教
科
を
組
み
合
わ

せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
提
案
な
ど
も
示
さ

れ
て
い
る
が
、
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と

し
て
和
歌
山
県
田
辺
市
の
新
庄
中
学
校
で

聞
社
、
ユ
ネ
ス
コ
、
日
本
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
、
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル

形
式
の
行
事
も
実
施
さ
れ
、
高
い
教
育
効

果
を
上
げ
て
い
る
（
九
頁
参
照
）。

明
る
い
兆
し
？

〜
防
災
教
育
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

【
工
夫
を
こ
ら
し
た
防
災
教
育
の
出
現
】

防
災
教
育
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
、
画

一
的
な
避
難
訓
練
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
も

の
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加
者

に
楽
し
み
な
が
ら
防
災
知
識
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
工
夫
と
し
て
、
D
I
G

（D
isa
ste
r Im

a
g
in
a
tio
n
 G
a
m
e

）、

H
U
G 

（H
inanzyo U

nei G
am
e

）、
ク

ロ
ス
ロ
ー
ド
（
災
害
対
応
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

教
材
）、
ぼ
う
さ
い
ダ
ッ
ク
、
ぼ
う
さ
い

駅
伝
、
ぼ
う
さ
い
塾
な
ど
が
開
発
さ
れ
、

多
く
の
市
民
が
体
験
し
て
い
る
。
ま
た
、

A
E
D
体
験
、
炊
き
出
し
体
験
、
防
災
ク

イ
ズ
大
会
、
消
火
器
訓
練
、
起
震
車
体
験
、

ま
ち
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
、
多
く
の
参
加
者
を
得

て
行
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
そ
れ
ら
に
参

加
し
た
者
と
そ
う
で
な
い
者
で
は
、
当
然

な
が
ら
そ
の
後
の
認
識
の
度
合
い
に
大
き

な
差
が
出
る
。

次
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
教
材
）
と
し
て
、

各
種
D
V
D
（『
幸
せ
運
ぼ

う
』
な
ど
）、
振
動
教
材
（
ぶ

る
る
）、防
災
か
る
た
、防
災
・

防
犯
わ
ら
べ
唄
、
防
災
の
寸

劇
、
震
災
体
験
集
（
一
日
前

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
な
ど
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

「
ぶ
る
る
」
は
、
体
験
型
の

耐
震
実
験
模
型
の
総
称
で
、

な
か
に
は
簡
易
な
紙
の
も
の

も
あ
り
、
建
物
の
揺
れ
を
再

現
し
、
耐
震
性
の
あ
る
建
物

作
り
の
基
礎
を
教
え
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
特
に
子
ど

も
た
ち
に
好
評
を
博
し
た
。

さ
ら
に
、
防
災
教
育
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
を
通
し

ビジュアル教材「幸せ運ぼう」愛知県教育委員会による高校生防災セミナーでのKJ法のワークショップ
（写真提供：福和伸夫）

親と子の建築講座（写真提供：福和伸夫）



稲むらの火
日本の防災教育のなかで、注目されるのは、「稲むらの火」

である。これは、1854年の安政南海地震津波の際に、和

歌山県広川町で濱口儀兵衛（梧陵）が人々を率いて高台に逃

げたというエピソードを、『怪談』で有名な作家、小泉八雲（ラ

フカディオ・ハーン）が記述し、中学校教師だった中井常蔵

（明治40～平成6年）が翻訳・再話したもので、その後文

部省の国定国語教科書に採用され、昭和12年から22年ま

での間、「稲むらの火」として掲載された。

物語の概要は、次のようなものである。高台に住んでい

た主人公の五兵衛は、長くゆったりとした揺れと、うなる

ような地鳴りを感じ、外に出て村を見下ろす。しかし村

では、豊年を祝う宵祭りの支度に心をと

られ、地震にはまったく気がつ

いていない。

一方、海を見ると、波が沖へ引き、

海岸には砂原や黒い岩底が現れる。

五兵衛はすぐに「大変だ。津波がやっ

てくる。このままだと村人が皆、飲

み込まれてしまう」と感じ、松明を持っ

てきて、刈り取ったばかりのたくさん

の稲束に火をつけた。

この火を見た村人は、その火を消そう

と、皆かけ上がってきた。彼等はすぐ火

を消そうとするが、五兵衛は大声で「そのままにしておけ！」

と叫ぶ。そのうち、はるか沖から非常に大きな津波がやっ

てきて、荒れ狂うように、村をひと飲みにしてしまった。

村人はようやく、この火によって助かったことに気づく。

防災に貢献した歴史的人物
この話は、1854年（安政元年）の安政南海地震津波のと

きに、和歌山県広川町で起きた史実に基づいている。モデ

ルとなった濱口儀兵衛は、実際は30代の商人で家は町中に

あり、燃やしたのは脱穀を終えた藁の山だった。火をつけ

たのも津波が来てからで、闇の中で村人に安全な避難路を

示すためだった。しかし、儀兵衛は津波の後も巨額の私財

を投じ、海岸に高さ約5ｍ、長さ約600ｍの防潮堤（広村

堤防）を築造し、それによって、約90年後の昭和19年～

21年の東南海地震・南海地震の津波では、村の居住地区の

大部分が守られた。

その後、この『稲むらの日』は、

2004年のスマトラ沖地震・インド

洋津波災害のときに再び注目され、

日本の支援で、アジア八カ国など、海

外でも翻訳されて広まっている。なお

現在は、津波

のときには、

必ずしも潮が

引くとは限らな

いという注釈が

ついている。

平成19年、和歌山県広川町で

は、この物語を記念した「稲むら

の火の館」(濱口梧陵記念館・津波

防災教育センター）が建てられた。

「稲むらの火」
津波の教訓を伝える物語

和歌山県有田郡広川町の「稲むらの火の館」

インド洋津波によりインドネシアで家の上に乗った船
（写真提供：（財）日本国際協力システム）

ベンガル語版『稲むらの火』

 インドネシア語版『稲むらの火』



の
例
が
あ
る
。
国
語
で
は
地
震
の
紙
芝
居

の
作
成
、
社
会
で
は
地
震
史
と
津
波
用
立

体
地
図
の
作
成
、
数
学
で
は
津
波
到
達
時

間
の
計
算
、
理
科
で
は
地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
学
習
、
美
術
で
は
避
難
所
の
看
板
作
成
、

保
健
体
育
で
は
応
急
手
当
の
学
習
、
技
術

家
庭
で
は
意
識
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
と
防
災
対
策
の
実
践
、
英
語
で
は
世
界

の
地
震
の
学
習
な
ど
、
す
べ
て
の
教
科
を

使
い
総
合
的
に
防
災
教
育
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
形
で
の
取
組
に

よ
り
、
従
前
と
異
な
り
格
段
に
効
果
的
な

防
災
教
育
と
な
っ
て
い
る
。

親と子の建築講座で教材「ぶるる」の実験（写真提供：福和伸夫）

【
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
〜
防
災
関
係

記
述
の
増
加
】

学
校
現
場
の
教
師
に
き
わ
め
て
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
「
学
習
指
導
要
領
」
に
つ

い
て
、
政
府
は
平
成
20
年
3
月
、
平
成
10

年
以
来
の
改
訂
の
内
容
を
告
示
し
た
。
今

回
は
「
生
き
る
力
」
を
育
む
と
い
う
学
習

指
導
要
領
の
理
念
の
よ
り
一
層
の
実
現
の

た
め
、
具
体
的
な
手
立
て
を
確
立
す
る
観

点
か
ら
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
る
（
平
成

23
年
に
小
学
校
、
平
成
24
年
に
中
学
校
で

完
全
実
施
）。

こ
の
な
か
で
、
防
災
教
育
に
か
か
わ
る

記
述
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
内
容
が

追
加
・
修
正
さ
れ
、
強
化
が
図
ら
れ
た
。

中
学
校
の
保
健
体
育
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
記
述
に
加
え
て
「
自
然
災
害
に
よ
る
傷

害
は
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
二
次

災
害
に
よ
っ
て
も
生
じ
る
こ
と
。
ま
た
、

自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
多
く
は
、
災
害

に
備
え
て
お
く
こ
と
、
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
こ
と
」
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
よ
り
「
備
え
」
の
重
要

性
を
強
調
す
る
記
述
と
な
っ
た
。

ま
た
、
小
学
校
の
社
会
科
で
は
、
3
、

4
年
生
で
「
関
係
機
関
は
地
域
の
人
々
と

協
力
し
て
、
災
害
や
事
故
の
防
止
に
努
め

て
い
る
こ
と
」
と
い
う
一
文
が
入
る
と
と
も

に
、
5
年
生
で
は
、
環
境
の
保
全
と
い
う

目
標
に
加
え
て
、「
自
然
災
害
の
防
止
の

重
要
性
」
も
新
た
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
学
習
指
導
要
領
の
上

で
は
、
防
災
教
育
の

体
制
の
「
充
実
が
進

め
ら
れ
た
」
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
ま
ず

は
大
き
く
前
進
で
あ

る
と
評
価
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
の
避
難
訓
練

を
中
心
と
し
た
学
校

現
場
で
の
取
組
を
み

る
と
き
、
実
際
に
真

に
「
防
災
」
に
有
用

な
教
育
が
行
わ
れ
る

か
ど
う
か
、
懸
念
な

し
と
し
な
い
。
ま
さ

に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師

の
経
験
、
意
識
、
熱

意
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

防
災
教
育
は

特
別
な
も
の

か
【
専
門
家
だ
け
の

も
の
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
】

前
述
の
よ
う
に
、

防
災
教
育
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
・
取
組
に

は
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
、
家
族
、
そ
し

新しい学習指導要領 （実施：小学校／平成23年、中学校／平成24年）における防災教育の内容の充実（主なもの）
改訂後

【小学校3、4年生（社会）】

（4） 地域社会における災害及び事故の防止について、次のことを見学、調査した
り資料を活用したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の働きと
そこに従事している人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。

ア　関係機関は地域の人々と協力して、災害や事故の防止に努めていること。
イ　関係の諸機関が相互に連携して、緊急に対処する体制をとっていること。

【小学校5年生（社会）】

（1）我が国の国土の様子、国土の環境と国民生活との関連について理解できるよ
うにし、環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め、国土
に対する愛情を育てるようにする。

【中学校（保健体育）】

（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
ア　交通事故や自然災害などによる傷害は、人的要因や環境要因などがかかわっ
て発生すること。

イ　交通事故などによる傷害の多くは、安全な行動、環境の改善によって防止で
きること。

ウ　自然災害による傷害は、災害発生時だけでなく、二次災害によっても生じる
こと。また、自然災害による傷害の多くは、災害に備えておくこと、安全
に避難することによって防止できること。

現　行

【小学校3、4年生（社会）】

(4) 地域社会における災害及び事故から人々の安全を守る工夫について、次の
ことを見学したり調査したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の
働きとそこに従事している人々の工夫や努力を考えるようにする。
ア　関係の諸機関が相互に連絡を取り合いながら緊急に対処する体制をとってい
ること。

【小学校5年生（社会）】

（2）我が国の国土の様子について理解できるようにし、環境の保全の重要性に
ついて関心を深めるようにするとともに、国土に対する愛情を育てるよう
にする。

【中学校（保健体育）】

（3）傷害の防止について理解を深めることができるようにする。
ア　自然災害や交通事故などによる傷害は、人的要因や環境要因などがかかわっ
て発生すること。また、傷害の多くは安全は行動、環境の改善によって防
止できること。



防災ポスターコンクール
内閣府は、毎年の防災週間行事

の一環として、一般から広く防災

に関するポスターデザインを公募

することにより一層の防災意識の

向上を図るため、防災ポスターコ

ンクールを行っている。平成21

年度で25回目を数えるが、「幼

児・小学1～ 4年生の部」「小学

5・6年生の部」「中学生・高校生の

部」「一般の部」の4部門で、合わ

せて7,000点近い応募があった。

防災教育チャレンジプラン
全国の学校や地域で取組まれる防災教育を推進するため

の新しい企画・取組を1年間サポートするもの。企画の準備・

実践のための経費、担当実行委員による相談などの支援を

行う。公募で選ばれた企画は1年間の結果を中間報告会と

ワークショップで発表し、アドバイスを受け、防災教育大賞、

優秀賞、特別賞が授与される。防災教育チャレンジプラン

実行委員会の主催

で、内閣府を始め

とする各省庁、各

団体などの後援で

実 施。平 成21年

度は選出された9

件が進行してい

る。

ぼうさい甲子園（1.17防災未来賞）
学校や地域で防災教育に取組む子どもや学生を顕彰する

もの。毎日新聞社

が兵庫県、（財）ひょ

うご震災記念21世

紀研究機構との共

催で行っている。小

学生、中学生、高校

生、大学生の4部門

で、応募は学校、ク

ラス、サークル活動、ボランティア活動、地域など。応募す

る学校や団体の取組は、福祉、環境問題、街づくりなどさま

ざまで、表彰式とともに活動成果の発表会も行われる。

小学生のぼうさい探検隊マップコンクール
子どもたちが楽しみながらまちの防災、防犯、交通安全

の施設や設備などを見て回り、地図にまとめて発表する安

全教育プログラム。地域への関心が子どもたちから広がり、

防災・防犯・交通安全への意識の高まりや、安全で安心な

地域社会の強化へつながることを目的とする。平成16年度

に始まり、平成21年度は297校・団体から1,389作品の

応募、約1万人の小学生が参加した。（社)日本損害保険協

会が朝日新聞社、ユネスコ、NPO法人日本災害救援ボラン

ティアネットワークとの共催で行っている。

「防災教育支援プログラム」
内閣府・民間が行う支援プログラム～

平成21年の防災チャレンジプラン実践団体、滋
賀県立 彦根工業高等学校 都市工学科によるか
まどベンチづくりの展示物

ぼうさい甲子園の活動写真

防災ポスター

ぼうさい探検隊マップコンクールで防災担当大臣賞を
受賞した徳島県三好市立佐野小学校の防災マップ

ぼうさい探検隊のまち歩き



教材と出前授業
三重県教育委員会は、平成

16年度から積極的に防災教育

を推進している。教材としては、

防災教育用プレゼンテーション

教材、地震防災ガイドブック『大

地震・津波「自分の命は自分で

守ろう」』、防災教育副読本『あ

したのために』、防災教育ビデ

オなどを作成して県内の小中高

校、特別支援学校に配布すると

ともに、「学校における地震防

災の手引」

を発行している。

出前授業では、地震・津波のメカニズ

ムや平常時の備え、地震発生時の行動な

どを説明し、液状化現象や、耐震補強、

家具転倒防止の実験も行う。平成21年

度は、高等学校を中心に、10校で阪神・

淡路大震災の語り部による講演を実施し

ている。

防災教育推進校とベストプラクティス
さらに、防災教育を積極的に推進する小中高校、特別支

援学校を「防災教育推進校」として募集している。平成20

年度は29 校が推進校となり、三重県教育委員会と三重県

防災危機管理部などにより、地震体験車、防災講話、子ど

もたちが避難所や安全な場所を知るタウンウォッチング、

防災マップづくりなどの支援が行われ、それぞれの学校の

創意工夫で避難所体験、救命講習などが実施された。推進

校の中から「ベストプラクティス」を顕彰しているが、平成

20年度は県立聾学

校だった。

県立聾学校は津市

の避難所に指定され、

東海・東南海・南海

地震の際には津波の

襲来が危惧されてお

り、地元の自治会と

合同で津波を想定した避難訓練を実施した。また、子ども

と保護者が人形劇団「デフ・パペットシアター・ひとみ」の人

形劇で津波について学んだ。訓練に参加した地域の方から

は、「近所にいながら未知の世界。いろいろなことがわかっ

た」「協力して避難することの大切さを感じた」、人形劇『稲

むらの火』を見た生徒からは、「五兵衛が稲むらに火をつけて

津波を知らせたのはグッドアイデア」などの感想があった。

学校災害図上訓練と研修
三重県教育委員会は、平成19年度に学校を舞台にした図

上訓練を開発し、希望する学校で実施している。それぞれ

の学校に応じた被害想定をもとに図上訓練を行うことで、

学校の防災体制を検証し、教職員の防災意識向上を図って

いる。さらに、学校防災指導者研修、新任校長・教頭研修、

初任者研修などを行うとともに、平成20年度には、すべて

の県立学校に、校内放送と連動した緊急地震速報システム

を整備した

「学校現場の防災教育」
三重県教育委員会による推進

玉城わかば学園の避難所体験

防災ガイドブック『大地震・津波
「自分の命は自分で守ろう」』

県立聾学校の屋上に津波災害訓練で避難した人々

小学校での防災マップづくり

防災教育ビデオ『証
言・巨大地震と災害』



て
指
導
者
な
ど
が
「
参
加
者
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
皆
、
防
災
に

対
す
る
非
常
に
高
い
熱
意
を
も
ち
、
防
災

を
心
か
ら
願
う
人
ば
か
り
で
あ
る
。
た
だ
、

一
方
で
、
そ
の
参
加
者
の
数
を
は
る
か
に

上
回
る
「
非
」
参
加
者
が
存
在
す
る
。
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
よ

う
な
行
事
、
ま
た
は
教
材
の
存
在
す
ら
知

ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
。
そ
し

て
「
参
加
者
」
に
も
「
非
参
加
者
」
に
も
、

災
害
と
い
う
の
は
等
し
い
確
率
で
、
ふ
り
か

か
っ
て
く
る
。
防
災
に
お
け
る
自
助
・
共
助

の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
今
日
、
防
災
と
い
う
分
野
に
限
っ
て
は
、

誰
か
特
定
の
一
部
の
リ
ー
ダ
ー
・
専
門
家
さ

え
高
い
知
識
・
認
識
を
身
に
つ
け
て
い
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。

【
日
常
の
中
に
防
災
を
取
り
入
れ
る
こ
と
】

防
災
教
育
の
環
境
が
徐
々
に
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
続
け
て
い
く
か
ぎ
り
、
現
在
の
状
況

を
大
き
く
打
開
し
て
い
け
る
か
は
疑
問
で

あ
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
現
代
人
は
忙
し

い
。
災
害
は
、
発
生
し
た
ら
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
来
る
と

も
わ
か
ら
な
い
も
の
に
対
し
て
、「
た
だ

で
さ
え
仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
の
に
無
用

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
使
っ
て
い
ら
れ
る

か
」
と
い
う
の
が
（
行
動
を
し
な
い
人
の
）

率
直
な
気
持
ち
だ
ろ
う
。
確
か
に
、
日
常

忙
し
い
な
か
で
、
家
を
耐
震
化
し
た
り
、

避
難
場
所
を
確
認
し
た
り
、
訓
練
に
参
加

し
た
り
、
と
い
う
の
は
面
倒
で
困
難
な
面

も
あ
る
。
そ
の
効
果
を
実
感
し
に
く
い
防

災
対
策
の
た
め
に
、
日
常
の
中
で
の
必
要

な
行
動
に
使
っ
て
い
る
時
間
を
削
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
あ
る
い
は
、
耐

震
化
の
よ
う
に
、
か
な
り
高
額
な
費
用
が

か
か
る
も
の
も
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
、
た
だ
、「
大
地

震
が
来
た
ら
危
な
い
。
早
く
対
策
を
」
と

お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
て
も
、
重
い
腰
を

上
げ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
か
な
り
疑
問

で
あ
る
。
そ
れ
を
打
開
す
る
に
は
、「
や
り

や
す
い
・
気
軽
な
」「
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
」「
楽
し
い
」
と
い
う
要
素
が
一
つ
の
カ

ギ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
重
要
な
の
は
、

高
い
熱
意
・
志
を
持
っ
た
人
た
ち
と
、
普
段

あ
ま
り
関
心
が
な
い
人
た
ち
と
の
協
働
で
あ

る
。
特
に
関
心
が
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
声
高
に
「
防
災
」
と
い
っ
て
入
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、

ほ
ん
の
少
し
ず
つ
防
災
の
要
素
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
有
識
者
や

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て

あ
げ
る
こ
と
、
こ
れ
が
近
道
に
な
る
可
能

性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
教
師
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

る
。
防
災
教
育
の
た
め
の
最
大
の
人
的
資

源
で
あ
る
教
師
こ
そ
、
最
も
災
害
の
危
険

を
理
解
し
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
職
種

で
あ
る
が
、そ
の
教
師
に
防
災
教
育
を
「
特

別
な
こ
と
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ

て
は
、「
防
災
教
育
は
難
し
い
」
と
い
う

反
応
が
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。
教
師
が

気
軽
に
、
し
か
し
正
確
に
防
災
に
必
要
な

知
識
を
理
解
し
、
そ
し
て
日
常
的
に
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
、
と
い
う
こ
と
を
可
能

に
す
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。

以
上
は
す
ぐ
に
結
果
が
見
え
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
作
業
を
粘
り
強
く
、
不
断
に
行
っ

て
い
く
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
、
10
年
後
、

20
年
後
の
日
本
の
防
災
力
を
高
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
に
向
け
て

最
後
に
、
防
災
教
育
の
今
後
に
向
け
た

課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
福
和
伸
夫
名
古
屋

大
学
教
授
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
気
候
温
暖
化
と
地
震
活
動
期
の
な
か
、

風
水
害
と
大
地
震
の
頻
発
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
災
害
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
子

ど
も
た
ち
で
す
。
我
が
国
は
、
豊
か
さ
を
獲

得
す
る
な
か
で
、
人
間
や
社
会
を
災
害
に
脆

く
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
社
会
を
持
続
す
る

に
は
、
予
見
で
き
て
い
る
災
害
被
害
を
減
ら

し
、
私
た
ち
自
身
が
災
害
に
負
け
な
い
力
を

身
に
つ
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
や
地
域
の
な
か
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
伝
え
て
き
た
「
生
き
る
た
め
の
知
恵
」

が
、
核
家
族
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
喪

失
、
自
然
と
の
距
離
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本

来
、
家
庭
や
地
域
で
教
育
す
べ
き
こ
と
で

す
が
、
学
校
教
育
に
お
け
る
教
科
学
習
偏

重
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
・
技
・
体
の
力

を
蝕
ん
で
い
ま
す
。

災
害
に
負
け
な
い
社
会
に
す
る
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
正

し
く
自
然
を
恐
れ
、
人
間
活
動
が
災
害
を

生
み
出
す
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
生

き
方
や
住
ま
い
方
を
見
直
し
、
互
い
に
助

け
合
う
心
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
既
存
教
科
で
学
ん
だ
こ
と
を
総
合
的

に
体
得
し
て
生
き
る
力
へ
と
昇
華
し
、
生

活
実
践
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
、
そ
れ
が

防
災
教
育
で
す
。

現
代
社
会
に
生
き
る
我
々
大
人
の
責
務

は
、
次
世
代
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
災
害
軽
減
の
努
力

を
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の「
生
き

る
力
」
を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」

ふくわ　のぶお●1979 年名古屋大学工学部建築学科卒。1981 年同大学
院工学研究科博士課程前期課程修了。1981年清水建設（株）、1991年
名古屋大学工学部助教授、1997年同先端技術共同研究センター教授、
2001年環境学研究科教授。2003年日本建築学会賞、2007年文部科学大
臣表彰科学技術賞、2008年日本建築学会教育賞、地域安全学会技術賞
などを受賞。共著に『防災でも元気印、恐るべし名古屋、その仕掛け人
たち』など。

名古屋大学大学院環境学研究科
都市環境学専攻教授

福和 伸夫



11お祭りなどに参加して交流する
それも防災につながります

モデル・女優

杏さん

15
歳
か
ら
モ
デ
ル
と
し
て
活
躍
し
、

パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
舞
台
に
立
ち
、

い
ま
は
女
優
と
し
て
も
活
躍
す
る
杏
さ
ん
。

昨
年
話
題
と
な
っ
た
、
歴
史
を
愛
す
る
「
歴
女
」
の
代
表
格
で
あ
り
、

時
間
を
見
つ
け
て
各
地
を
訪
ね
歩
き
、
歴
史
ド
ラ
マ
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
読
書
家
で
も
あ
り
、
雑
誌
、
W
E
B
で
の
執
筆
活
動
や

F
M
放
送
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
担
当
す
る
な
ど
、
多
彩
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

あん●モデル、女優。15歳から雑誌モ
デル、平成17年からパリ・コレクション
などでファッションモデルとして海外で
活躍し、18年、『Newsweek』誌の「世
界が尊敬する日本人100人」に選ばれ
る。平成19年からは女優として活動。
ドラマ『天国と地獄』『華麗なるスパイ』
『天地人』『サムライ・ハイスクール』、映
画『櫻の園』 やCMなどに出演。読書家
で書評を手がけ、筑摩書房のサイトや
FMラジオで本やエッセイの連載など、
執筆家としても活躍している。映画
「BANDAGE」公開中。またドラマ「泣か
ないと決めた日」出演中。

表紙・p12, p13 撮影：茅原田哲郎。（ネックレス /CASUCA/03-3797-6844）



さ
ん
は
、
モ
デ
ル
や
女
優
の
仕
事

で
大
変
な
の
は
、
意
外
な
こ
と
に

「
寒
い
こ
と
」
だ
と
い
う
。

ま
た
、「
自
分
が
ど
う
い
う
役
な
の
か
、

そ
の
中
味
を
考
え
ま
す
。
自
分
が
表
現
し

た
こ
と
が
世
に
出
て
し
ま
う
仕
事
だ
か

ら
、
何
を
ど
う
伝
え
る
か
を
よ
く
考
え
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す
」
と
話
す
。

昨
年
は
、
歴
史
が
大
好
き
な
女
性
を
指

す
「
歴
女
」
が
流
行
語
と
な
っ
た
が
、
杏
さ

ん
は
流
行
語
大
賞
の
受
賞
式
に
も
、
歴
女

の
代
表
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
。
本
人
も

自
認
す
る
歴
史
好
き
だ
。
こ
れ
ま
で
読
ん

だ
歴
史
の
本
は
数
知
れ
な
い
。
仕
事
で
全

国
を
歩
く
が
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
各
地

の
史
跡
、
神
社
・
仏
閣
を
訪
れ
る
。
そ
の

と
き
に
、
災
害
に
関
係
す
る
も
の
を
目
に

す
る
こ
と
も
あ
る
。

「
吉
田
松
陰
の
松
陰
神
社
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
に
行
っ
た
際
、
昔
の
消
防
車
、
火

災
報
知
機
、
防
火
扉
、
火
消
し
な
ど
を
見

つ
け
ま
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
城
の
シ
ャ
チ

ホ
コ
も
見
ま
し
た
が
、
火
除
け
の
守
り
神

と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
」

昨
年
は
伊
勢
神
宮
に
も
行
く
機
会
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
、
台
風
18
号
が
通
過

し
た
。
巨
大
な
御
神
木
が
倒
れ
て
い
る
の

を
目
の
あ
た
り
に
し
、
自
然
の
力
を
感
じ

た
と
も
い
う
。

杏
さ
ん
は
、
F
M
の
J
｜

W
A
V
E
で
、

土

曜

夜

の

番

組
「
A

S

A

H

I 

S
H
I
M
B
U
N 

B
O
O
K
B
A
R
」
の
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
、書
評
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
書

籍
を
紹
介
し
て
い
る
が
、昨
年
は
、

か
つ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

起
こ
っ
た
同
じ
1
月
17
日
に
、

自
ら
選
ん
だ『
地
震
イ
ツ
モ
ノ
ー

ト
』（
地
震
イ
ツ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編
）
を
紹
介
し
、
ま
た
、
震
災
を

歌
っ
た『
満
月
の
夕
』
を
流
し
た
。

　
防
災
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

自
然
体
の
彼
女
ら
し
い
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

「
防
災
と
い
う
と
、
一
歩
引

い
て
、
気
合
い
を
入
れ
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
印

象
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
大

切
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
日
常
の
中

で
行
っ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
、
そ

の
こ
と
が
自
然
と
防
災
に
つ
な
が
る
こ
と

も
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て

体
を
動
か
す
こ
と
、
日
頃
か
ら
地
域
の
人

と
交
流
す
る
こ
と
、
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に

行
く
と
か
散
歩
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
災

害
に
負
け
な
い
体
力
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
避
難
経
路
を
知
る
こ
と

に
役
立
ち
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

お
祭
り
に
参
加
す
る
こ
と
も
大
切
で
す

私はポジティブな
メッセージを伝えていきたい

ね
。
人
を
助
け
る
の
は
人
な
ん
で
す
」

1
月
か
ら
の
映
画
『
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｇ
Ｅ
』

や
ド
ラ
マ
『
泣
か
な
い
と
決
め
た
日
』
で
は

こ
れ
ま
で
と
違
う
役
柄
に
挑
戦
し
て
い
る
。

「
本
の
紹
介
も
含
め
て
、
多
く
の
人
に
何

か
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
な

か
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

秋
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
フ
ァ
ン
ト
ム
』で
、

オ
ペ
ラ
を
歌
う
役
に
挑
戦
す
る
。
多
彩
な

才
能
を
生
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
が
期

待
で
き
そ
う
だ
。

杏

『泣かないと決めた日』に出演している杏さん（フジテレビ系毎週火曜夜9時～放送、
写真提供：フジテレビ）



第3回

被
害
の
概
況

平
成
16
年
10
月
23
日
17
時
56
分
頃
、
最

大
震
度
7
の
地
震
が
発
生
し
、
新
潟
県
内

に
お
い
て
人
的
被
害
は
死
者
68
人
、
重
軽

傷
者
4
7
9
5
人
、
住
家
被
害
は
全
壊

3
1
7
5
棟
、
大
規
模
半
壊
2
1
6
7
棟
、

半
壊
1
万
1
6
4
3
棟
、
一
部
損
壊
10
万

4
6
1
9
棟
と
な
り
ま
し
た
。

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
に
あ
た
り
、
同

じ
集
落
の
方
が
ま
と
ま
っ
て
入
居
で
き
る

よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
、
国
内
の
災
害
で

は
初
め
て
仮
設
の
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
も

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

住
宅
の
再
建

現
在
、
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
は
終
了
し
、
最

大
で
約
9
6
0
0
人
の
方
が
入
居
さ
れ
た

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
者
の
皆
様
も
平
成

19
年
末
に
は
す
べ
て
の
方
が
退
居
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
の
再
建
で
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
建
て
の
公
営
住
宅
の
ほ
か
、
中

山
間
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
た
木
造
分
散

型
の
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備
や
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
な
ど
も
活
用
し
て
、
故

郷
で
の
生
活
再
建
や
新
天
地
で
の
新
た
な

生
活
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

復
興
に
向
け
て

新
潟
県
中
越
地
震
で
の
特
徴
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
と
い
わ
れ
る
阪
神
・

新
潟
県
中
越
地
震
か
ら
5
年

　
新
潟
県
　
　

国内災害レポート

平
成
16
年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

そ
の
後
も
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

5
年
を
経
た
現
在
の
復
興
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

長岡市妙見町

長岡市濁沢町（長岡市提供）

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、
新
幹
線
が
国

内
で
初
め
て
脱
線
し
た
ほ
か
、
高
速
道
路

な
ど
多
く
の
幹
線
道
路
が
被
災
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
多
く
を
占
め
る
中
山
間
地
域 

で
は
、
激
し
い
揺
れ
で
地
盤
が
崩
壊
し
た

た
め
、
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
多
く
の
孤
立

集
落
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
旧
山
古
志

村
で
は
長
岡
市
内
へ
、
自
衛
隊
な
ど
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
全
村
民
が
避
難
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

小
千
谷
市
と
の
境
に
あ
る
長
岡
市
妙
見

町
で
は
、
県
道
を
走
行
中
の
自
動
車
が
崩

落
し
た
土
砂
に
巻
き
込
ま
れ
親
子
3
人
が

生
き
埋
め
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
消
防

庁
の
ハ
イ
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
を
始
め
全

国
で
も
精
鋭
の
消
防
隊
員
の
活
躍
に
よ

り
、
発
災
か
ら
約
92
時
間
後
に
奇
跡
的
に

男
の
子
が
救
助
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
首
都
圏
と
の

主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

新
潟
県
内
各
地
の
観
光
地
で
は
、
直
接
の

地
震
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
も
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
。 

避
難
生
活
に
つ
い
て

被
災
直
後
か
ら
開
設
さ
れ
た
避
難
所

は
、
最
大
で
6
0
3
箇
所
で
、
10
万
人
を

超
え
る
方
が
自
宅
か
ら
避
難
を
し
ま
し
た
。

新
潟
県
は
雪
国
で
あ
り
、
降
雪
前
の
避

難
所
解
消
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
で
応
急
仮
設

住
宅
の
建
設
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
12
月
14

日
か
ら
順
次
入
居
を
始
め
、
年
内
に
は
避

難
所
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



淡
路
大
震
災
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

が
発
展
し
、
行
政
と
地
域
の
間
に
入
っ
て

活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
中
間
支
援

組
織
が
育
ち
、
今
で
は
地
域
復
興
支
援
員

に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
目
指
し

た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
若
い
お
母
さ
ん
方
が
中
心

と
な
っ
た
、
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
や
高

齢
者
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
多
世
代
の

交
流
活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
市
山
古
志
地
域
（
旧
山
古

志
村
）
の
中
で
も
、
河
道
閉
塞
に
よ
り
水

没
し
た
木
篭
集
落
な
ど
、
大
き
な
被
害
を

受
け
た
6
集
落
で
は
、
集
落
再
生
計
画
が

策
定
さ
れ
、
集
落
移
転
な
ど
を
含
む
新
し

い
集
落
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
岡
市
小
国
法
末
地
区
、
小

千
谷
市
東
山
地
区
な
ど
多
く
の
集
落
で

は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
集
落
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た
取
組

や
、
被
災
し
た
時
に
支
援
い
た
だ
い
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
交
流
が
続
い
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
交
流
の
場
か
ら
、
復
興
に
向
け

た
求
心
力
・
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
「
地

域
の
宝
」
を
一
緒
に
発
見
し
、
ま
た
、
都
市

に
お
住
ま
い
の
方
々
と
の
さ
ら
な
る
交
流

の
場
と
し
て
、
古
民
家
再
生
や
棚
田
保
全
、

農
家
民
泊
の
実
施
、郷
土
料
理
の
提
供
な
ど
、

復
興
の
芽
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
防
災
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
提
唱
し
、
首
都
圏
の
人
々
と
県
民
が
日

頃
か
ら
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
た

「
顔
の
見
え
る
」
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
よ

り
、
新
潟
を
「
第
２
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て

い
た
だ
き
、
首
都
圏
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
被
災
経
験
が
あ
り
、
被
災
者
ケ

ア
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
て
い
る
新
潟
に
ス

ム
ー
ズ
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取

組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
の
検
証
と

経
験
発
信

こ
れ
ま
で
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
と
復
興
支

援
策
を
客
観
的
に
評
価
す
る
た
め
、
国
内

の
災
害
復
興
研
究
者
に
よ
る
「
復
興
評
価
・

支
援
会
議
」
が
平
成
21
年
３
月
に
設
置
さ

そ
ん
な
中
、
全
国
の
皆
様
か
ら
数
々
の

御
見
舞
い
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
者
と
一
緒
に

な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
さ

ら
に
は
被
災
者
の
た
め
に
多
く
の
義
援
金
を

お
送
り
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
県
民
一
同
に

と
っ
て
復
興
へ
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し

た
。改

め
て
全
国
の
皆
様
か
ら
の
多
大
な
御

支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
県
で
は
、
2
度
の
地
震
で
受
け
た

被
災
経
験
や
教
訓
を
全
国
に
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
被
災
地
な
ら
で
は
の
経
験
や

教
訓
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
す
る
な

ど
、
御
恩
返
し
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

中間支援組織による地域復興交流会議

上：全国の皆様との交流　下：復活した牛の角突き

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
会
議
に
よ
る
外
部

評
価
を
今
後
の
復
興
へ
の
取
組
に
反
映
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
大
学
災
害
復
興
科
学
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
て
、
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
、
長
岡
造

形
大
学
、
長
岡
大
学
の
3
大
学
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人
中
越

防
災
安
全
推
進
機
構
な
ど
で
、
被
災
資
料

の
収
集
、
地
域
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究

や
普
及
活
動
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
の
皆
様
へ

新
潟
県
は
、
平
成
16
年
の
中
越
地
震
に

続
き
、
3
年
を
経
ず
に
再
び
大
き
な
地
震

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
平
成
19
年
中
越

沖
地
震
に
よ
る
人

的
被
害
は
死
者
15

人
、
重

軽

傷

者

2
3
1
6
人
、
住
家

被

害

は

全

壊

1
3
3
1
棟
、
大

規
模
半
壊
8
5
6

棟
、
半
壊
4
8
5
4

棟
、
一
部
損
壊
3
万

6
9
4
9
棟
と
な

り
、
二
重
被
災
さ

れ
た
方
も
多
数
お

ら
れ
ま
し
た
。



平成21年防災功労者
表彰受賞団体から

8月の体験学習の地震体験

11月の防災コンクール

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
防
災
コ
ン
ク
ー
ル
、
防
災
訓
練
、

親
子
防
災
映
画
会
な
ど
住
民
参
加
の
取
組

を
25
年
以
上
、
続
け
て
い
ま
す
。「
防
災

コ
ン
ク
ー
ル
」
は
各
自
治
会
か
ら
代
表
者

を
出
し
、
消
防
署
に
考
え
て
も
ら
っ
た
救

出
・
介
助
、
担
架
・
搬
送
、
初
期
消
火
な

ど
災
害
時
に
行
う
活
動
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で

競
う
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
防
災
訓
練
で

す
。
地
域
内
の
児
童
館
と
共
同
の
親
子
防

災
映
画
会
、
初
期
消
火
訓
練
や
地
震
体
験

も
行
っ
て
い
ま
す
。

児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
防

災
館
の
体
験
学
習
会
や
、
祭
り
の
と
き
も

子
ど
も
た
ち
に
防
災
の
知
恵
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
の
献
血

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
、

防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
地
区
と
な
り
、「
後

世
に
誇
れ
る
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
防
災
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
の「
総
務
部
」「
環
境
改
善
部
」「
情

報
連
絡
部
」「
防
火
対
策
部
」「
救
出
救
護
部
」

の
専
門
部
で
は
、
危
険
箇
所
・
消
防
設
備

の
点
検
、
防
災
計
画
、
災
害
時
要
救
出
者

名
簿
、
防
災
用
倉
庫
・
資
器
材
の
整
備
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
昭
和
59
年
か
ら
は
月
1
回
以
上
、

「
泉
町
三
丁
目
防
災
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
、

身
近
な
防
災
情
報
、
国
内
外
の
災
害
の
教

訓
の
掲
載
や
、
消
火
器
・
火
災
警
報
器
の

共
同
購
入
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
啓

平
成
21
年
防
災
功
労
者
表
彰
受
賞
団
体

か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
の
泉
町
三
丁

目
地
区
連
合
自
治
防
災
会
と
、
防
災
担
当

大
臣
表
彰
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
い

が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

泉
町
三
丁
目
地
区
連
合
自
治

防
災
会（
東
京
都
国
分
寺
市
）

泉
町
三
丁
目
地
区
連
合
自
治
防
災
会

は
、　
昭
和
58
年
に
東
京
都
国
分
寺
市
泉
町

三
丁
目
地
区
の
10
自
治
会
が
連
合
し
て
設



センターで活動地の説明を受けるボランティアたち

ワ
ー
ク
化
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
、
18
年
度
は
、
中
越
地
震
の
被

災
地
、
長
岡
市
川
口
町
に
対
し
除
雪
機
械

や
活
動
用
機
材
の
貸
与
、
台
風
第
14
号
の

被
害
を
受
け
た
宮
崎
市
と
高
知
県
四
万
十

市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
救

援
資
機
材
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
山
古
志
村
、
三
条
市
の
仮
設

住
宅
の
引
越
し
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨

の
長
野
県
の
被
災
地
、
平
成
19
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
る
石
川
県
の
被
災
地
な
ど
へ

人
材
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
各
地
で
行
わ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
養
成
講
座
や
研

修
な
ど
に
も
講
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
中
越
復
興
市
民
会
議
と
共
催

の
展
示
会
「
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
蒙
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
教
訓
を
生
か
し
て
将
来
に
つ
な
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
平
時

の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
や
共
同

体
と
し
て
の
相
互
関
係
を
構
築
す
る
、
に

い
が
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必
要

な
活
動
資
機
材
を
平
時
か
ら
備
蓄
し
、
被

災
地
に
貸
与
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
事
業
で
は
、
三
条
市
に
10
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
1
台
分
の
資
機
材
を
ス
ト
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
発
生
初
動
時
の

情
報
収
集
を
行
う
災
害
先
遣
隊
の
派
遣
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
な

ど
に
必
要
な
人
材
の
派
遣
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
養
成
講
座
や
啓
蒙
活
動
な
ど
の

人
材
育
成
、
情
報
収
集
と
発
信
と
、
ネ
ッ
ト

JICAの研修で途上国の人々に防災コミュニティの取組を紹介

平成16年7月新潟・福島豪雨災害時、柏崎市災害ボランティアセンターに集まる人々

ボランティアセンターでの炊き出し

特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
い
が
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
16
年
、
新
潟
県
は
7
月
13
日
に
集

中
豪
雨
、
10
月
23
日
に
は
中
越
地
震
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
県
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
膨
大
で
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
た
こ
と
か

ら
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と

重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
災
害
で
の
経
験
は
次

世
代
の
財
産
で
あ
り
、
被
災
地
と
し
て
の

に
協
力
し
た
り
、
応
急
救
護
講
習
会
を
実

施
し
、
会
員
た
ち
が
、
町
内
の
環
境
点
検

な
ど
で
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
と
し
て
「
災

害
時
に
助
け
が
必
要
」
と
申
請
の
あ
っ
た

方
々
を
訪
問
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
地

域
で
安
否
確
認
・
救
出
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。

毎
年
、J
I
C
A（（
独
）
国
際
協
力
機
構
）

の
海
外
か
ら
の
研
修
者
を
受
け
入
れ
、
途

上
国
の
人
々
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
基

に
し
た
防
災
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。



東京大学生産技術研究所
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第 回2
あ
な
た
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す
か
？

あ
る
自
治
体
の
防
災
関
係
者
は
、
電
車
で
の
通
勤
途

上
で
仮
に
地
震
に
襲
わ
れ
た
場
合
の
30
秒
後
の
状
況
と

し
て
、
次
の
よ
う
な
記
載
を
し
ま
し
た
。

「
激
し
い
揺
れ
で
電
車
が
止
ま
っ
た
。
窓
か
ら
外
を

見
る
と
多
く
の
家
が
壊
れ
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
は
煙

が
見
え
て
い
る
。
自
分
は
車
内
の
パ
ニ
ッ
ク
を
抑
え
る

行
動
を
し
た
…
…
」

み
な
さ
ん
ど
う
思
い
ま
す
か
。「
防
災
の
専
門
家
と

し
て
落
ち
着
い
た
行
動
で
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

と
い
う
話
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
本
当
で
す
か
。

冷
静
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
）
の
事
例
に
従
え
ば
、
震
度
6
強

に
な
る
と
電
車
は
脱
線
し
始
め
ま
す
。
震
度
7
に
な
る

と
、
客
室
部
が
台
車
か
ら
は
ず
れ
て
、
転
倒
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

日
常
の
満
員
電
車
で
、
運
転
手
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
だ
け
で
、
ど
ん
な
こ
と
が
車
内
で

起
こ
る
で
し
ょ
う
か
。
押
さ
れ
て
転
ん
だ
り
、
も
う
少

し
で
将
棋
倒
し
に
な
る
ほ
ど
危
険
な
状
況
に
な
る
こ
と

を
、
多
く
の
人
は
経
験
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
満
員
電
車
が
脱
線
し
た
り
、
客
室
が
台
車
か
ら
は

ず
れ
て
転
倒
し
た
り
す
る
よ
う
な
状
況
で
は
ど
ん
な
事

態
に
な
る
の
か
。
の
ん
き
に
「
窓
か
ら
外
を
見
れ
ば
…
」

な
ど
と
い
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
し
か
し
、
防
災
関
係
者
も
含
め
て
適
切
に
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
い
。
こ
れ
が
現
在
の
私
た
ち
の
実
態
な
の
で
す
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
例
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
津
波

で
人
が
亡
く
な
る
原
因
で
最
も
多
い
の
は
溺
死
で
す

が
、
こ
れ
は
通
常
の
溺
死
と
は
違
い
ま
す
。
波
に
も
ま

れ
、
船
や
瓦
礫
な
ど

に
ぶ
つ
か
っ
て
脳
震

盪
を
起
こ
し
た
り
、

気
絶
し
た
り
、
手
足

に
大
き
な
損
傷
を
負

う
と
い
う
状
況
の
な

か
で
溺
死
し
て
し
ま

う
の
で
す
。「
私
は
泳

げ
る
か
ら
大
丈
夫
、

泳
げ
な
い
か
ら
大
変

だ
」
と
い
う
レ
ベ
ル
の

話
で
は
な
い
の
で
す
。

学
生
の
な
か
に
は

「
俺
は
水
泳
部
だ
」
と

か
、「
サ
ー
フ
ァ
ー
だ
か
ら
大
丈
夫
」
な
ん
て
い
う
も
の

が
い
ま
す
が
、「
脳
震
盪
を
起
こ
し
て
、
腕
が
ち
ぎ
れ

て
も
、
ス
イ
ス
イ
泳
げ
る
の
だ
っ
た
ら
別
だ
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
話
で
は
な
い
ん
だ
よ
」
と
、
教
え
て
あ
げ
な

く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
人
を

増
や
し
て
い
く
こ
と

人
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
状
況
に
対
し
て
の
適
切
な

心
構
え
や
準
備
な
ど
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。
世
界
各

地
の
地
震
被
害
を
見
て
き
た
私
の
考
え
る
防
災
力
向
上

の
基
本
は
、
発
災
か
ら
の
時
間
経
過
の
な
か
で
自
分
の

周
辺
で
起
こ
る
災
害
状
況
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
人
を
い
か
に
増
や
す
か
に
尽
き
ま
す
。

効
果
的
な
防
災
対
策
は
、「
災
害
状
況
の
進
展
を
適

切
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
能
力
」
に
基
づ
い
た
「
現
状
に

対
す
る
理
解
力
」
と
「
各
時
点
に
お
い
て
適
切
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
と
る
た
め
の
状
況
判
断
力
と
対
応
力
」
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
実
現
す
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、今
や
る
べ
き
こ
と
は
、従
来
の
「
Ａ
や
れ
、

Ｂ
や
れ
、Ｃ
や
る
な
」
的
な
防
災
教
育
で
は
な
く
、
自
分

の
頭
で
災
害
状
況
を
考
え
、
そ
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と

の
で
き
る
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
自
分
の
周
辺
で
起
こ
る
災
害
状
況
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
か
否
か
、
こ
の
違
い
は
決
定
的
に
大
き
な
意

味
を
持
ち
ま
す
。

地
震
被
害
の
状
況
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
能
力

の
向
上
に
は
、
私
が
提
案
し
て
い
る
災
害
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
目
黒
メ
ソ
ッ
ド
」
や「
目
黒
巻
」
の
利
用

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
発
災
時
の
季
節
や
天
気
、
曜
日

や
時
刻
な
ど
の
条
件
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
発
災
か
ら

の
時
間
経
過
の
な
か
で
自
分
の
ま
わ
り
で
起
こ
る
事
柄

を
具
体
的
に
考
え
て
抜
き
出
し
、
問
題
点
を
理
解
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
（
次
号
で
紹
介
し
ま
す
）。

災害イマジネーション
能力の重要性

間違いだらけの
防災対策

阪神・淡路大震災で転覆した列車
（写真提供：水藤恒彦）



家
具
固
定

やってみよう！
大地震の際の被害の有無は、家の耐震化だけではなく、

家具の固定の状況に大きく影響されます。
阪神・淡路大震災では、死亡者の1割、負傷者の46％が

家具の転倒によるといわれます。

第 2回

家
具
の
固
定
に
一
番
ふ
さ
わ
し

い
の
は
「
壁
」

こ
れ
か
ら
ご
説
明
す
る
家
具
の
転
倒
防
止

対
策
は
、
大
変
重
要
な
こ
と
な
の
で
、
し
っ

か
り
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

家
具
を
固
定
す
る
と
き
、
取
り
付
け
る
場

所
は
大
き
く
分
け
て
「
壁
」「
床
」「
天
井
」
の

3
カ
所
に
な
り
ま
す
が
、
住
宅
の
中
で
最
も

強
度
が
あ
る
の
は
壁
と
床
で
す
。
天
井
は
日

本
家
屋
の
場
合
、
古
く
か
ら
吊
り
天
井
と
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
乗
せ
て
い
て
、
簡

単
に
止
め
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
強

度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
鉄
筋
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、

梁
が
通
っ
て
い
る
場
所
な
ら
何
と
か
な
り
ま

す
が
、
一
般
的
に
み
て
、
家
具
の
固
定
に
一

番
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は
壁
な
の
で
す
。

「
壁
の
中
」
と
「
金
具
」
に
注
意

さ
て
、
壁
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
良
い
と

思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
壁
の
中
に
は
「
間
柱
、

胴
縁
」
と
い
っ
て
、
一
定
間
隔
で
4
〜
5
㎝
の

角
材
が
縦
横
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
必
ず

そ
こ
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

最
近
の
住
宅
の
壁
は
ほ
と
ん
ど
が
耐
火

ボ
ー
ド
な
の
で
、
ボ
ー
ド
に
ビ
ス
や
釘
を

打
っ
て
も
、
全
く
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
も
耐
火
ボ
ー
ド
の
厚
み
は
約
12
㎝
で
、

固
定
金
具
自
体
の
厚
み
が
3
㎜
、
ボ
ー
ド
に

貼
り
付
け
て
あ
る
ク
ロ
ス
が
約
1
㎜
、
合
計

し
ま
す
と
16
㎜
で
す
か
ら
、
20
㎜
程
度
の
短

い
ビ
ス
や
釘
は
、
全
く
役
に
立
た
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
（
図
参
照
）。

使
用
す

る
固
定
金
具

で
す
が
、
厚

み
が
3
㎜
以

下
の
も
の

は
、
激
し
い

揺
れ
（
震
度

6
程
度
）
で

は
曲
が
っ
て

し
ま
い
役
に

立
ち
ま
せ
ん

か
ら
、
購
入

時
は
こ
の
点

に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
肝
心
の
ビ
ス
は
、
長
さ
は
少
な

く
と
も
30
㎜
以
上
で
、
太
さ
4
㎜
の
ビ
ス
が

必
要
で
す
。
壁
の
中
の
強
度
を
知
る
た
め
に
、

壁
セ
ン
サ
ー
や
下
地
さ
が
し
針
で
わ
か
り
ま

す
か
ら
、間
違
わ
な
い
よ
う
に
、間
柱
（
縦
材
）

と
胴
縁
（
横
材
）を
確
認
し
た
う
え
で
、
し
っ

か
り
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

震
災
時
、
室
内
で
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
跳

ん
だ
り
転
倒
し
た
り
し
ま
す
。
し
っ
か
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。

岩瀧幸則  
いわたき　ゆきのり

阪神淡路大震災で被災者となり、
屋内対策の重要性を提唱するた
め、静岡市に移住。ジャパンシス
テムサービス株式会社社長。全
日本地震防災推進協議会会長

事例2：学校関係者がテレビとテレビ台を固定していたと思われま
すが、ベルトが引き千切られてしまい、跳んでいます。もし学校が
休みでなければ…

事例1：転倒防止をしていたが役に立たなかった実例 

家具固定の際の注意点

ま
ば
し
ら

ど
う
ぶ
ち

固定金具
ビス

ビスは、
●長さは少なくとも
30mm以上

●太さは4mm

クロス

耐火ボード

3mm
1mm

12mm

30mm
以上

4mm

間柱
胴縁
（角材）



インド洋大津波から5年
―スリランカの防災事情―

2004年12月のスマトラ沖地震・インド洋大津波は約23万人もの命を奪いましたが、
津波はスリランカにも及び、スリランカでも3.5万人の犠牲者を出しました。

　およそ5年が経ちましたが、スリランカ政府はこの間、防災対策の強化を重ねてきました。
　今回、スリランカへの出張機会を得て、実際にスリランカの防災対策の充実を目にすることができたので、その一部を紹介します。
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ま
ず
、
政
府
の
体
制
で
す
が
、
2
0
0
5

年
に
、
防
災
・
人
道
問
題
省
（M

inistry  

of  D
isaster  M

an
ag
em
en
t  an

d
  

H
um
an R

ights

）
と
い
う
新
た
な
省
が
設

け
ら
れ
、
担
当
大
臣
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
大

物
政
治
家
サ
マ
ル
シ
ン
ハ
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。

就
任
後
に
は
、
災
害
対
策
の
基
本
的
な

方
向
を
定
め
る
災
害
対
策
基
本
法
が
制
定

さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
・
地
方
の
役
割
分

担
な
ど
を
定
め
た
防
災
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
大
臣
は
、
日
本
に
も
何
度

も
足
を
運
び
、
日
本
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
学
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
防
災
対
策
の
「
自

助
」「
共
助
」
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
れ

を
現
在
、
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
洋
大
津
波
後

の
取
組

ゴ
ー
ル
県
を
は
じ
め
と
し
て
津
波
に
よ

り
多
く
の
被
害
が
出
た
地
域
で
は
、

2
0
0
4
年
当
時
、「
津
波
」
と
い
う
言
葉
を

知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
津
波
が
ど

の
よ
う
な
現
象
で
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

た
ら
い
い
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

津
波
に
対
す
る
無
知
が
被
害
を
大
き
く

し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
津
波
の
後
、

沿
岸
部
の
都
市
を
中
心
に
、
住
民
へ
の
防

災
教
育
を
強
化
し
ま
し
た
。
住
民
に
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
を
歩
い
て
も

ら
い
、
ど
こ
に
自
然
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド
が

潜
ん
で
い
て
、
実
際
に
災
害
が
発
生
し
た

と
き
は
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
逃
げ
た
ら

い
い
の
か
な
ど
を
自
ら
考
え
て
も
ら
う
タ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
使
い
、

沿
岸
部
の
住
民
た
ち
に
自
然
災
害
を
自
分

体
制
の
充
実

スリランカ地図

2004年のインド洋大津波の影響圏域



このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

同
様
に
住
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
内
陸
部
は
、

洪
水
被
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が
た
び
た
び

発
生
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
住
む
住
民

の
多
く
は
、
感
覚
的
に
災
害
リ
ス
ク
を
感
じ

て
は
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
こ
に
ハ

ザ
ー
ド
が
あ

り
、
ど
の
よ

う
に
対
処
し

て
い
い
の
か

は
知
り
ま
せ

ん
。
現

在
、

ス
リ
ラ
ン
カ

政
府
で
は
、

日
本
と
連
携

し
て
、
沿
岸

部
で
行
っ
た

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
内

陸
部
に
も
広

め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い

ま
す
。

今
回
の
出

張
は
、
そ
の

準
備
の
一
環

だ
っ
た
の
で

す
が
、
今
後
、

の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
て
も
ら
え
る
よ
う

取
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
実
際
に
ス
リ
ラ
ン
カ
を
訪
れ
た

感
触
で
は
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
か
ら
5
年

が
経
っ
た
現
在
、
住
民
レ
ベ
ル
で
も
、
そ

の
記
憶
は
風
化
す
る
こ
と
な
く
、
沿
岸
部

の
住
民
の
間
で
は
津
波
へ
の
備
え
が
そ
れ

な
り
に
な
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

内
陸
部
に
お
け
る

水
害
対
策

津
波
の
被
害
を
受
け
た
の
は
沿
岸
部
だ

け
で
し
た
が
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
沿

岸
部
だ
け
で
は
な
く
内
陸
部
に
つ
い
て
も

ス
リ
ラ
ン
カ
各
地
で
住
民
自
ら
の
手
に
よ

り
災
害
リ
ス
ク
の
把
握
が
行
わ
れ
る
よ
う

「
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
実

際
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
と
ガ
ン
ポ
ー
ラ
と
い
う

内
陸
の
都
市
に
足
を
運
び
、
現
地
の
関
係

者
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

2
月
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
ま

ず
、
政
府
の
人
々
に
よ
り
実
際
に
内
陸
部

に
お
け
る
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
体
験
し

て
も
ら
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
、
こ
の
よ
う
に
、

大
臣
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

で
、
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
防
災
対
策
の
強

化
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
取
組
が
一
過
性

で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
国
民
の
意
識
を
継

続
的
に
高
く
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

スリランカ政府との打ち合わせ

内陸部の土砂災害現場

インド洋大津波で横転した列車（スリランカ）



平成21年度原子力総合防災訓練を開催

平成21年12月21日、22日、茨城県で原子力総合防災訓練を開催しました。

原
子
力
総
合

防
災
訓
練

平
成
21
年
度
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練

は
、
東
海
村
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
後
、
初
め
て

茨
城
県
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

同
県
の
日
本
原
子
力
発
電
㈱
東
海
第
二

発
電
所
に
お
け
る
原
子
力
災
害
の
発
生
を

想
定
し
、
12
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、

総
理
大
臣
官
邸
、
緊
急
事
態
応
急
対
策
拠
点

施
設
（
茨
城
県
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
）、

関
係
地
方
公
共
団
体
の
間
で
、
テ
レ
ビ
会
議

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
情
報
共
有
と
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
訓
練
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
緊
急
時
の
通
信
連
絡
、
情
報
の
収
集
・

伝
達
訓
練

②
警
戒
段
階
に
お
け
る
緊
急
事
態
応
急
対

策
の
準
備
の
た
め
の
連
携
活
動
訓
練

③
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練

④
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
等
に
係
る
訓
練

⑤
緊
急
事
態
に
お
け
る
対
応
訓
練

⑥
広
報
訓
練

⑦
自
治
体
災
害
対
策
本
部
等
の
運
営
訓
練

⑧
緊
急
被
ば
く
医
療
訓
練

⑨
事
故
拡
大
防
止
訓
練

第1回原子力災害対策本部会議（官邸４階大会議室）



このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

「防災とボランティア週間」の
東京タワー防災推進ダイヤモンドヴェール

1月15日から21日の「防災とボランティア週間」。平成22年は阪神・淡路大震災から15年。
東京タワーの特別ライトアップと、防災推進展示を行いました。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と

防
災
推
進
展

毎
年
1
月
15
日
か
ら
21
日
は
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」、
1
月
17
日
は
「
防

災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
で
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
2
0
1
0
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
15
年
。
内
閣
府
で
は
人
々
の
防
災

意
識
が
よ
り
一
層
高
ま
り
必
要
な
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
京
タ
ワ
ー
の
特

別
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（「
防
災
推
進
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ヴ
ェ
ー
ル
」）
と
防
災
推
進
展
を
行
い

ま
し
た
。

1
月
14
日
午
後
7
時
か
ら
、
中
井
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
担
当
）、
泉
大
臣

政
務
官
の
出
席
の
も
と
点
灯
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
臣
か
ら
「
震
災
や
災
害
を
忘

れ
ず
に
、
防
災
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
挨

拶
が
あ
っ
た
後
、
点
灯
の
ス
イ
ッ
チ
が
押

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
歌
い
継
が
れ
る
「
し
あ
わ
せ
運

べ
る
よ
う
に
」
の
演
奏
の
な
か
で
、「
安
全
」

を
意
味
す
る
緑
色
（
ピ
ュ
ア
・
グ
リ
ー
ン
）

と
「
希
望
」
を
意
味
す
る
黄
色
（
リ
ボ
ン
・

ゴ
ー
ル
ド
）
に
タ
ワ
ー
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
、
夜
12
時
ま
で
東
京
の
夜
を
彩
り
ま

し
た
。

防
災
推
進
展
は
、
1
月
14
日
か
ら
17
日

ま
で
、
東
京
タ
ワ
ー
フ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
2
階

と
3
階
で
開
催
し
、
16
日
に
は
東
京
タ

ワ
ー
の
正
面
玄
関
に
、
起
震
車
、
救
助
車
、

ポ
ン
プ
車
を
展
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
企
画
は
日
本
電
波
塔
株
式
会

社
、
㈱
石
井
幹
子
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、
東

京
消
防
庁
の
協
力
で
実
施
し
ま
し
た
。

ピュア・グリーン、リボン・ゴールドに輝く東京タワー

点灯式に臨む中井大臣（中央）と泉政務官（左）

起震車などの車両展示 模型を使った説明



内
閣
府
が
作
成
し
て
い
る「
防
災
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
」
に
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
「
震

度
６
強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
以
外

に
も
、「
我
が
部
屋
チ
ェ
ッ
ク
」「
揺
れ
方

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
想
定
シ
ナ
リ
オ
」

「
各
自
治
体
防
災
情
報
H
P
一
覧
」
と
い
う

防
災
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

我
が
部
屋
チ
ェ
ッ
ク

利
用
者
の
家
の
中
の
特
定
の
部
屋
に
つ

い
て
、
地
震
発
生
時
の
「
危
険
な
場
所
」

を
確
認
す
る
た
め
の
ペ
ー
ジ
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
応
じ
た
危
険
度
を

き
め
細
か
く
判
定
す
る
た
め
、
各
自
の
部

屋
の
情
報
を
入
力
す
る
。「
部
屋
の
広
さ

は
？
」（
4.5 
畳
か
ら
12
畳
）、「
和
室
か
洋
室

か
？
」。
そ
こ
ま
で
簡
単
に
設
定
し
て
、

い
よ
い
よ
肝
心
な
家
具
の
配
置
を
行
う
。

一
見
、
家
具
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
配
置

が
面
倒
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
と

て
も
容
易
に
作
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

タ
ン
ス
を

例
に
と
っ
て

も
、サ
イ
ズ
、

向
き
は
適
当

な
も
の
を
選

べ
る
し
、
固

定
状
況
に

至
っ
て
は
、

突
っ
張
り

棒
、
壁
と
の

固
定
、
耐
震

ゲ
ル
マ
ッ
ト

の
有
無
ま
で

選
べ
る
。

こ
の
作

業
を
す
る

こ
と
で
、
思
っ
た
以
上
に
家
具
の
固
定
を

し
て
な
い
こ
と
に
気
付
き
、　
少
し
反
省
す

る
と
と
も
に
、
自
分
の
部
屋
に
は
一
体
ど

ん
な
危
険
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ち
ょ
っ
と

ど
き
ど
き
し
て
き
た
。

そ
し
て
最
後
に
、「
危
険
な
場
所
を
表

示
す
る
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
瞬
時
に
危

険
な
箇
所
が
表
示
さ
れ
る
。
地
震
時
は
、

固
定
を
し
て
い
な
い
テ
レ
ビ
が
危
険
な
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
。
う
す
う
す
感
じ
て

は
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
視
覚
に
訴
え
ら
れ

る
と
ま
っ
た
く
違
う
。

よ
く
見
る
と
、
突
っ
張
り
棒
、
壁
と
の

固
定
、
耐
震
ゲ
ル
マ
ッ
ト
の
有
無
や
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
の
有
無
に
よ
っ
て
、
危
険

度
が
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
き
め
細
か
さ

に
は
脱
帽
だ
っ
た
。

揺
れ
方
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

家
の
模
型
を
使
っ
た
、
地
震
発
生
時
の

前
号
で
内
閣
府
「
震
度
6
強
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
内
閣
府
の「
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
の
シ
ス
テ
ム
の
1
つ
で
す
。

ほ
か
に
も
多
く
の
役
に
立
つ
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
ら
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

内
閣
府
「
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」



室
内
の
「
揺
れ
方
」
を
擬
似
体
験
す
る
た

め
の
ペ
ー
ジ
。「
木
造
住
宅
」
と
「
鉄
筋
・

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
」
の
別
、「
直
下
型
地
震
」

と「
長
周
期
地
震
」の
別
、「
洋
室
」と「
和
室
」

の
別
を
選
択
し
て
、
利
用
者
の
住
ま
い
の

状
況
に
近
い
条
件
で
の
揺
れ
方
を
体
験
。

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
縮
小

模
型
を
地
震
台
で
揺
ら
し
た
映
像
を
見
る

こ
と
に
な
る
。
実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
、

映
像
だ
け
で
は
な
く
、「
音
」
も
出
る
の
で
、

か
な
り
の
程
度
、
地
震
災
害
の
疑
似
体
験

が
で
き
る
。
ま
た
、
直
下
型
地
震
に
加
え
、

長
周
期
地
震
の
揺
れ
方
の
映
像
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
み
る
と
、
揺
れ
方

の
違
い
が
よ
く
わ
か
る
。

想
定
シ
ナ
リ
オ

利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た

「
想
定
シ
ナ
リ
オ
」
を
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
の
参
考
と
な
る
「
想
定
シ
ナ
リ
オ
例
」

を
提
示
。

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

ず
、季
節
、時
間
、場
所
、天
気
、家
族
構
成
、

地
震
の
大
き
さ
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

り
、
実
際
に
起
こ
り
う
る
シ
ナ
リ
オ
は
さ

ま
ざ
ま
。
こ
の
例
を
参
照
す
る
こ
と
を
通

じ
、
災
害
発
生
時
、
本
人
や
家
族
が
見
舞

わ
れ
る
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
し
て
、

必
要
な
備
え
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
。

想
定
シ
ナ
リ
オ
例
を
読
ん
だ
後
、
自
分

と
家
族
に
照
ら
し
て
考
え
て
み
た
。
家
族

と
の
連
絡
方
法
を
ど
う
す
る
か
、
携
帯
電

話
は
通
じ
る
の
か
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
話

し
合
う
こ
と
は
多
い
。
良
い
機
会
だ
か
ら
、

こ
の
週
末
に
で
も
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
っ
て
み
よ
う
。

各
自
治
体
防
災
情
報
H
P
一
覧

都
道
府
県
ご
と
に
設
け
て
い
る
防
災
に

関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一
覧
の
形
に
し
、

利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
住
ま
い
の
周
辺
に

関
す
る
防
災
情
報
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
し
た
も
の
。

早
速
、
自
分
の
家
が
あ
る
「
神
奈
川
県
」

の
情
報
を
見
て
み
た
が
、防
災
・
災
害
情
報
、

災
害
対
策
マ
ッ
プ
、
ゆ
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
な

ど
、
必
要
な
情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
田
舎
の
両
親
に
も
知

ら
せ
よ
う
と
思
う
。

 

…
…

前
号
と
合
わ
せ
、
内
閣
府
の
防
災
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
さ
え

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
気
軽
に
災

害
の
疑
似
体
験
が
で
き
、
防
災
の
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

ま
ず
は
、
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
の
安
心
・
安

全
の
た
め
に
、
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
が
あ

る
は
ず
で
す
。

●

「
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
は
、
災
害
被
害
を

軽
減
す
る
国
民
運
動
に
資
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
福
和
伸
夫
教
授
、
東

京
大
学
目
黒
公
郎
教
授
の
監
修
に
よ
り
、
内
閣

府
政
策
統
括
官
（
防
災
）
に
お
い
て
制
作
。

「
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
「
震
度
6
強
体
験
」
で
検
索
。

http://bosai.m
arvista.jp/

詳
細
は
、
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
）
災
害

予
防
担
当
「
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
担
当
」
ま

で
（T

E
L 03-3501 -6996

）。



帝
都
復
興
計
画
の
策
定

関
東
大
震
災
で
は
、
東
京
や
横
浜
を
中

心
と
す
る
首
都
圏
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
そ
の
被
災
範
囲
が
焼
失
面
積
の
約

4
5
0
0
ha
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
広
大

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
震
災
復
興
と
し
て

は
世
界
最
大
規
模
の
事
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
復
興
を
担
う
審
議
機

関
と
し
て
、
国
に
総
理
を
総
裁
と
す
る
帝

都
復
興
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
執
行

機
関
と
し
て
内
務
省
が
直
轄
す
る
帝
都
復

興
院
が
設
置
さ
れ
た
。
帝
都
復
興
院
の
総

裁
に
は
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
が

就
任
し
て
い
る
。

復
興
は
、
都
市
基
盤
や
公
共
施
設
の
整

備
を
図
る
都
市
復
興
、
住
ま
い
や
暮
ら
し
の

確
保
を
図
る
住
宅
復
興
、
経
済
や
産
業
の

回
復
を
図
る
経
済
復
興
な
ど
に
大
別
さ
れ

る
が
、
被
害
の
甚
大
で
あ
っ
た
東
京
市
と
横

浜
市
の
都
市
復
興
に
つ
い
て
は
、
国
が
「
帝

都
復
興
計
画
」
を
定
め
て
復
興
の
重
責
を

担
っ
た
。
そ
の
他
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
府
県

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
帝

都
復
興
計
画
の
原
案
づ
く
り
を
担
っ
た
の
は
、

後
藤
を
中
心
と
す
る
復
興
院
で
あ
っ
た
。

復
興
院
で
は
、
ス
ラ
ム
問
題
や
衛
生
問

題
な
ど
を
抱
え
た
東
京
の
ぜ
い
弱
な
都
市

基
盤
を
改
造
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
後
に

「
後
藤
の
大
風
呂
敷
」
と
い
わ
れ
る
理
想
主

義
的
な
原
案
を
ま
と
め
た
が
、
第
一
次
世

界
戦
後
の
不
景
気
と
い
う
財
政
状
況
の
中

で
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
復
興
審
議
会
の

中
で
そ
の
内
容
が
大
幅
に
修
正
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
復
興
事
業
の

範
囲
か
ら
非
被
災
地
を
外
す
、
京
浜
運
河

や
東
京
築
港
な
ど
の
計
画
は
除
く
、
幹
線

道
路
の
幅
員
を
大
幅
に
削
減
す
る
な
ど
の
、

変
更
が
加
え
ら
れ
た
。

復
興
都
市
計
画
の
成
果

そ
う
し
た
計
画
の
大
幅
な
縮
小
に
も
拘

わ
ら
ず
、
帝
都
復
興
計
画
に
基
づ
く
事
業

26

10
万
人
余
り
の
命
と
、
30
万
の
家
を
奪
っ
た
関
東
大
震
災
。

本
誌
で
は
火
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
2
回
に
分
け
て
、
復
興
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

当
時
、
世
界
最
大
規
模
の
復
興
事
業
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

今
回
は
都
市
復
興
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

土
地
区
画
、
幹
線
道
路
、
公
園
が
整
備
さ
れ
、

学
校
や
橋
が
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
作
ら
れ
た
。

文：室崎益輝（関西学院大学総合政策学部教授）
3



は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

第
1
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
約
3
3
0
0

ha
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、

街
路
や
公
園
が
整
備
さ
れ
た
近
代
的
な
街

並
み
が
、
造
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
2
は
、
幹
線
道
路
が
1
7
4
路
線

2
6
0
㎞
に
わ
た
っ
て
整
備
さ
れ
、
今
日
の

東
京
の
骨
格
を
な
す
道
路
網
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
通
り
な
ど
の
幹
線

道
路
の
多
く
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
伴
っ

た
も
の
で
、
都
市
景
観
面
か
ら
も
都
市
防

災
面
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
後
世
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は

車
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
3
は
、
大
小
の
公
園
が
多
数
整
備
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。東
京
で
は
、隅
田
公
園
、

浜
町
公
園
、
錦
糸
公
園
、
横
浜
で
は
山
下

公
園
、
野
毛
山
公
園
な
ど
の
大
公
園
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
の
整

備
で
見
逃
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

小
学
校
に
隣
接
す
る
形
で
復
興
小

公
園
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

近
隣
住
民
の
利
用
、
教
材
と
し
て

の
活
用
、
防
火
避
難
の
活
用
を
企

図
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
常

と
非
常
を
重
ね
合
わ
せ
た
着
眼
は
、

高
く
評
価
で
き
る
。

第
4
は
、
近
代
的
な
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
小
学
校
や
鉄
製
の
橋
梁

が
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
建
設
さ
れ
た
こ

と
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
今
な
お
隅
田

川
に
か
か
る
永
代
橋
や
言
問
橋
な
ど
に
、

復
興
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
中
央

卸
売
市
場
、
ゴ
ミ
処
理
場
、
浄
水
場
な
ど

の
公
的
な
施
設
の
整
備
も
図
ら
れ
て
い
る
。

復
興
都
市
計
画
の
問
題
点

こ
う
し
た
復
興
の
成
果
の
反
面
、
復
興

の
問
題
点
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
そ

の
1
つ
は
、
無
秩
序
な
ス
プ
ロ
ー
ル
に
よ

る
郊
外
で
の
脆
弱
な
市
街
地
の
形
成
で
あ

る
。
復
興
計
画
の
範
囲
か
ら
非
被
災
地
が

除
か
れ
た
こ
と
、
震
災
を
契
機
に
多
数
の

人
々
が
郊
外
に
移
住
し
た
こ
と
、そ
の
人
々

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
盤
整
備
が
後
手

に
回
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
公
共
空
間
の
少

な
い
危
険
な
密
集
市
街
地
や
不
良
住
宅
地

を
被
災
地
周
辺
部
に
生
み
だ
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
。

も
う
1
つ
の
問
題
点
は
、
被
災
地
内
に

お
け
る
バ
ラ
ッ
ク
建
築
の
未
撤
去
に
よ
る

ス
ラ
ム
地
区
の
再
形
成
で
あ
る
。
バ
ラ
ッ

ク
住
宅
の
解
消
を
図
る
た
め
の
代
替
住
宅

の
供
給
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
、バ
ラ
ッ

ク
の
規
制
が
不
十
分
で
住
宅
の
不
法
状
態

の
既
得
権
化
を
許
し
た
こ
と
が
、
危
険
な

ス
ラ
ム
の
温
存
と
再
生
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

帝都復興計画事業図（出典：東京市「帝
都復興事業図表」昭和5年3月）

隅田川の橋梁（出典：東京市「帝都復興事業図表」昭和5年3月）山下公園（昭和5年。出典：横浜市「港町横浜の都市形成史」昭和56年）

築地市場（出典 :東京市
「築地本場・建築図集」
昭和9年）

小学校建築（東京市立千
代田小学校。出典：復興
調査協会編「帝都復興史
附横浜復興記念史」興文
書院、昭和5年）



は
熱
い
活
動
家
じ
ゃ
な
い
」
と
語

る
蓮
本
さ
ん
は
、
大
学
で
社
会

福
祉
士
を
目
指
し
て
い
た
平
成
7
年
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
が
起
り
、
教
授
か
ら
、

兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
就
職
を
勧
め

ら
れ
た
。

そ
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽

苑
が
運
営
し
て
い
た
被
災
地
芦
屋
の
ケ
ア

付
き
仮
設
住
宅
に
、
生
活
や
住
宅
の
た
め

の
融
資
業
務
で
行
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

も
住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
支
援
の
た
め

通
っ
た
。
こ
れ
が
転
機
と
な
っ
た
。

「
そ
こ
の
ス
タ
ッ
フ
や
住
民
の
方
々
に
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
被

災
地
で
家
も
仕
事
も
失
い
ア
ル
中
に
な
っ

た
人
、
瓦
礫
の
中
に
生
き
て
い
る
人
が
い

る
の
に
火
事
で
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
悔

や
ん
で
い
る
人
。
い
ろ
ん
な
方
と
出
会
い

も
失
っ
た
人
に
と
っ
て
、
人
々
と
触
れ
合

う
共
用
ス
ペ
ー
ス
が
、
と
て
も
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
。

「
新
し
い
住
宅
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
の

に
、
こ
こ
の
ほ
う
が
良
い
と
い
う
人
が
い

る
く
ら
い
で
し
た
」

「
被
災
後
の
復
旧
・
復
興
で
は
元
に
戻
ら

な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
災
害
に

遭
わ
な
い
、
起
き
て
も
被
害
を
少
な
く
す

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
」　

こ
う
し
て
、
社
会
福
祉
に
進
ん
だ
若
者

は
、
防
災
・
災
害
に
関
わ
る
活
動
に
深
く

関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

「
福
祉
と
防
災
は
少
し
視
点
が

違
い
ま
す
。
例
え
ば
要
援
護
者
と

い
っ
て
も
、
同
居
で
も
昼
間
独
り

の
高
齢
者
、
多
く
の
幼
い
子
を
育

て
る
母
親
、
生
活
課
題
を
抱
え
る

方
な
ど
配
慮
す
べ
き
対
象
者
は
多

い
。
両
方
の
視
点
を
つ
な
ぐ
の
が

私
の
役
割
で
す
」

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
運
営
、
D
I
G（
災
害
図

上
訓
練
）
に
携
わ
り
、
震
災
か
ら
10

年
を
一
区
切
り
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
を
退
職
。
現
在
、
D
I
G

講
習
、
B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）

指
導
、
福
祉
学
校
講
師
な
ど
を
務

め
る
。

「
平
成
17
年
の
中
越
地
震
で
は
、
被
災

地
の
福
祉
施
設
こ
ぶ
し
苑
が
、
仮
設
住
宅

で
暮
ら
す
高
齢
者
の
た
め
に
、
災
害
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ン

ダ
ー
バ
ー
ド
は
、
生
ま
れ
ま
し
た
。
経
験
を

生
か
し
て
、
他
の
福
祉
施
設
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
っ
て
い
ま
す
」

「
災
害
時
、
福
祉
施
設
な
ど
が
要
援
護

被
災
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
で
も
入
所
者
も
職
員
も
被
災
し
万

全
な
対
応
は
で
き
な
い
。
被
災
し
て
い
な

い
地
域
の
福
祉
施
設
が
協
力
す
る
体
制
が

必
要
で
す
が
、
ど
こ
も
日
常
の
仕
事
で
手

一
杯
。
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
仕
組
み
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
」

「
お
し
ゃ
れ
で
楽
し
い
防
災
」
も
構
想
・

提
案
す
る
蓮
本
さ
ん
は
、
新
世
代
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
活
躍
し
て
い

く
こ
と
だ
ろ
う
。

第5回
（特活）災害福祉広域支援ネットワーク・サンダーバード

蓮本浩介さん

福祉を学び

いつのまにか

防災に関わっていた

阪神・淡路大震災後、
兵庫の社会福祉協議会で
ケア付き仮設住宅の人々と

出会った

「
私

はすもと・こうすけ●川崎医療福祉大学医療福
祉学部医療福祉学科卒。阪神・淡路大震災後
の兵庫県社会福祉協議会で被災者支援、災害
ボランティア支援など。全国社会福祉協議会を
経て現在は、（特活）災害福祉広域支援ネットワー
ク・サンダーバード理事、（財）消防科学総合セン
ター客員研究員・防災図上訓練指導員など。

研修で講師を務める

ま
し
た
」

こ
の
住
宅
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
家
族



非常食を食べる

災
害
用
備
蓄
食
料
と
し
て
は
ア
ル
フ
ァ

化
米
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
の
加
工
食
品
、
各

種
缶
詰
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
類
、
水
な
ど
が

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇ 
ア
ル
フ
ァ
化
米 

﹈

主
食
と
な
る
ア
ル
フ
ァ
化
米
と
は
ど
の

よ
う
な
お
米
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
毎
日
食
べ
て
い
る
ご
飯
は
、

生
米
を
炊
く
こ
と
で
や
わ
ら
か
く
て
お
い

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
米

の
ベ
ー
タ
デ
ン
プ
ン
が
炊
飯
す
る
こ
と
で
ア

ル
フ
ァ
デ
ン
プ
ン
に
変
化
す
る
か
ら
で
す
。

炊
い
た
ご
飯
を
乾
燥
し
た
も
の
が
ア
ル

フ
ァ
化
米
で
す
。昔
は
こ
れ
を
糒（
ほ
し
い
）

と
い
い
、
旅
な
ど
の
携
帯
食
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
ア
ル
フ
ァ
化

米
は
5
年
間
の
保
存
に
耐
え
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●

お
か
ゆ
（
保
存
期
間
5
年
）

中
身
は
う
る
ち
米
を
原
料
と
し
た
ア
ル

フ
ァ
化
米
で
、
空
気
を
含
ん
だ
つ
ぶ
つ
ぶ

の
形
状
を
し
て
お
り
、
熱
湯
で
５
分
、
水

（
15
℃
）
で
40
〜
50
分
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
熱
湯
で
も
ど
し
て
、
食

べ
て
み
る
と
口
の
中
で
お
米
の
粒
々
が

つ
ぶ
れ
る
、
お
か
ゆ
の
食
感
そ
の
も
の

で
す
。

●

五
目
ご
飯
（
保
存
期
間
5
年
）

中
身
は
う
る
ち
米
を
原
料
と
し
た
ア
ル

フ
ァ
化
米
に
鶏
肉
、
人
参
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の

味
付
け
し
た
乾
燥
具
材
が
入
っ
て
お
り
、

熱
湯
で
15
分
、
水
（
15
℃
）
で
は
60
分
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
炊
き
立
て

の
五
目
ご
飯
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
味

付
け
さ
れ
た
具
材
が
ご
飯
と
混
ざ
り
、
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

﹇ 

乾
パ
ン 

﹈

非
常
食
の
定
番
と
い
え
ば
乾
パ
ン
を
思

い
起
こ
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
乾
パ

ン
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ

う
か
。

現
在
の
乾
パ
ン
は
軍
事
用
の
携
帯
食
糧

と
し
て
研
究
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

小
麦
粉
を
主
原
料
と
し
て
練
っ
た
生
地

を
醗
酵
さ
せ
、
焼
い
た
も
の
で
糖
類
や
脂
肪

が
少
な
く
保
存
食
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。乾

パ
ン
と
い
う
と
堅
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
の
製
品
は
ビ
ス
ケ
ッ
ト

の
よ
う
な
食
感
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
こ
れ
だ
け
食
べ
て
い
る
と
、
飲
み
物
が

ほ
し
く
な
り
ま
す
。
飲
料
を
一
緒
に
置
い

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

﹇ 

缶
詰 

﹈

一
般
的
な
缶
詰
類
の
賞
味
期
間
は
3
年

が
目
安
と
な
り
ま
す
が
、
備
蓄
用
と
し
て

さ
ら
に
長
期
間
保
存
の
で
き
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

●

さ
ん
ま
缶

見
か
け
は
通
常
、
販
売
さ
れ
て
い
る
さ

ん
ま
の
缶
詰
と
大
差
な
く
、
骨
も
柔
ら
か

く
一
緒
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

﹇ 

水 

﹈
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
ら
れ
た
5
年
間
保

存
で
き
る
、
備
蓄
用
の
も
の
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
は
通
常
市
販
さ
れ
て

い
る
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
い
だ
め
し
、

古
い
も
の
か
ら
順
番
に
使
い
、
常
に
必
要

な
量
を
確
保
し
て
お
く
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。

備
蓄
食
料
は
乾
燥
化
し
た
も
の
が
多
い

い
た
め
、
備
蓄
用
の
食
料
と
と
も
に
水
も

確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

アルファ化米のおかゆにお湯を注いだものアルファ化米の五目ご飯（保存期間5年）アルファ化米の五目ご飯にお湯を注いだもの

乾パン（保存期間５年）

さんま缶（保存期間約３年）　



第5回
まち歩きワークショップ

連

地

域

開

発

セ

ン

タ

ー

（
U
N
C
R
D
）
は
、
1
9
8
5
年
か

ら
名
古
屋
本
部
で
防
災
分
野
の
活
動
を
開

始
し
、
そ
の
機
能
は
1
9
9
9
年
、
防
災

計
画
兵
庫
事
務
所
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
以
来
、
U
N
C
R
D
兵
庫
事
務
所
で

は
、
地
震
国
で
の
安
全
な
学
校
の
推
進
や
、

耐
震
基
準
の
普
及
を
含
め
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
を
核
と
し
て
防
災
支
援
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
重
要
な
教
訓
で
す
。
震
災
発
生

時
、
最
初
に
瓦
礫
の
下
の
人
々
を
救
助
し

た
の
は
、
隣
近
所
、
地
域
の
人
々
で
あ
り
、

そ
の
後
の
復
興
に
最
後
ま
で
関
わ
っ
た
の

は
当
事
者
で
あ
る
地
域
の
人
々
で
し
た
。

よ
り
よ
い
社
会
へ
の
復
興
プ
ロ
セ
ス
で

住
民
が
中
心
で
あ
る
べ
き
と
い
う
教
訓
は

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
活
動
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
ネ
パ
ー
ル
の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
は
1
9
3
4
年
に
大
地
震
を

経
験
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
首
都
カ
ト

マ
ン
ズ
は
脆
弱
な
建
物
で
埋
め
尽
く
さ

れ
、
人
々
の
地
震
に
対
す
る
意
識
は
低
い

の
で
す
。
そ
こ
で
U
N
C
R
D
は
N
G
O

や
行
政
と
協
力
し
て
、
ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
女
性
へ
の
家
具
の

安
全
備
え
付
け
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
地
方
開

発
省
や
関
連
省
庁
の
関
係
者
へ
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
ち
歩
き
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
元

の
人
々
が
自
分
の
地
域

の
危
険
性
を
ま
ず
知

り
、
そ
し
て
阪
神
・
淡

路
大
震
災
時
の
教
訓
を

学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
戻
り
、

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
ど

う
な
る
か
と
い
う
観
点

か
ら
歩
い
て
み
ま
す
。

そ
し
て
災
害
時
に
強
み

と
な
り
う
る
場
所
（
広

場
や
井
戸
な
ど
）
や
脆

弱
な
場
所
（
狭
い
道
路

な
ど
）
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
ら
を
地
図
上

に
書
き
込
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
々
に

よ
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
危
険
要
因
地
図
）

が
完
成
し
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
は
作
っ
て
終
了

す
る
こ
と
が
多
い
な
か
で
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
住
民
た
ち
に
よ
っ
て
手

書
き
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
地

域
の
市
役
所
や
バ
ス
停
の
前
な
ど
に
看
板

と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
住
民
自
身
が
自
分
た
ち
の

問
題
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
に
つ
な
げ

る
過
程
こ
そ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
重

要
な
鍵
で
す
。

住
民
と
専
門
家
が
考
え
て
い
く
過
程

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
特
有
の

も
の
を
一
緒
に
作
り
出
し
て
い
く
、
そ
れ

が
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
学
ん
だ
「
住
民

が
主
役
」
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

阪神・淡路大震災の

教訓による

ネパールの防災力強化
国連地域開発センターは
大地震の危険性がある

ネパールで
コミュニティの防災力を

高めています

国

斉藤容子（さいとう・ようこ）●国連地域
開発センター（UNCRD）防災計画兵庫事
務所研究員。アフガニスタン復興支援など
に携わり、ノーザンブリア大学「防災と持
続可能な開発」修士修了。UNCRD でジェ
ンダー配慮コミュニティ防災の調査研究。

ネパールのまち歩きワークショップ

世
界
へ
広
め
て
い
く
べ
き
も
の
と
し
て
、

U
N
C
R
D
は
兵
庫
県
か
ら
の
委
託
に
よ

Photo 未
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保険は絶対必要
～見積り中で、間に合わず～
（宮崎市　60代　男性）

定年になって40年ぶりにふるさとに

帰って、家を新築したのはいいけれど、たっ

た9カ月でこの水害にあい、泥水につかっ

た家は、新しくそろえた家財道具もろとも、

使いものにならなくなりました。

家を建てるときは、この土地は昔から水

害が多いということで、1メートル50セン

チぐらいかさ上げをしました。「これだけ

上げたら大丈夫」と思っていたのに、あれ

よあれよという間に水が押しよせてきて、

それこそ、女房と２人で貴重品と毛布だけ

を持って逃げるだけで精いっぱいでした。

結局、床とか壁は全部とり替えましたか

ら、老後の資金にと残しておいたお金の半

分を使わなければならなくなりました。

私も長い間仕事をしてきて、保険の大切

さはわかっていたんですよ。だから4社ぐ

らいから見積をとっていて、どれが有利か

よく勉強して、年末までにどの保険に入る

か決めようと思っていた矢先でした。「早

く保険に入ってさえいれば」と落ち込みま

したが、運がなかったからだと、あきらめ

ました。

水害の後始末に
3カ月
（宮崎市　20代　女性）

うちは平屋でフローリングの部屋が３

つあって、あとは全部畳だったので、まず

は畳を張りかえてからということで、水害

後１カ月ぐらいは親戚のところやらに住ん

でいたのですが、おばあちゃんは認知症ぎ

みでしたし、「やっぱり家がいいね」って

いう話になりました。

まずはおばあちゃんの部屋を住めるよ

うにし、その次に、そこでみんなが寝られ

るようにフローリングの部屋を 1 つきれい

にして、というように、徐々になおしてい

きました。年末にやっとすべて終わったと

いう感じになりましたが、完全に元の生活

に戻るまでに３カ月以上かかりましたね。

ピアノはもちろん、タンスとかも、家

にあるものほとんどすべてダメになりまし

た。ただ、不思議と冷蔵庫とエアコンは生

きていました。塩水でなければ、電気製品

は自然に乾かせば使えるものもあるようで

すね。避難するときに電気のブレーカーを

下ろしておけば、少しでも被害を軽くでき

るんじゃないかなと思います。

命綱つけて濁流の中を泳いだ
～おとしより救助も命がけ～
（延岡市　30代　男性）

僕は社会福祉協議会の職員ですが、当時

消防団員もやっていましたので、救助活動

のために現場に行きました。そこはほんと

うにすごい展開になっていて、「役場から

の命令じゃないと動かない」と言っていた

おじいちゃん、おばあちゃんが家に取り残

されている状況でした。

水の流れが速くて、ボートをこいだら自分

たちが流されちゃうぐらいなんですね。で、

僕は泳ぎがかなり得意なものですから、命

綱をつけ、ボートのロープをもって、濁流の

中を泳いで助けに行きました。なんとか無

事に泳ぎきりましたが、普通の人は、絶対に

してはいけないと思います。危険ですからね。

「とにかく乗りなさい」といって、二人

をボートに乗せました。おじいちゃん達は、

とりあえず必要なものだけはビニール袋に

入れていましたが、あとは着の身着のまま。

雨が激しくて傘をさせるような状態ではな

かったので、ずぶぬれになりながらボート

の上で不安そうにしていました。

近所の人が避難するように言っても、か

たくなに「もう、ここから動きたくない」と

いう人がよくいますが、やっぱり避難は早

めにしないといけませんね。



こ
の
絵
本
は
、
平
成
9
年
の
ロ
シ
ア
の
タ

ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
の
重
油
流
出
事
故

の
と
き
に
あ
っ
た
本
当
の
お
話
。

福
井
県
三
国
町
（
現
在
の
坂
井
市
）
の
海

岸
に
漂
着
し
た
大
量
の
油
。
そ
れ
が
、
越
前

松
島
水
族
館
の
イ
ル
カ
の
プ
ー
ル
に
も
入
り

込
み
、
飼
育
し
て
い
た
イ
ル
カ
た
ち
に
忍
び

寄
っ
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち

は
、
ト
ラ
ッ
ク
を
手
配
し
、
受
入
れ
先
を
探

し
、
神
戸
の
水
族
館
に
受
入
れ
て
も
ら
っ
た
。

当
時
生
後
6
ヶ
月
の
ま
だ
乳
飲
み
子
で
名

前
も
決
ま
っ
て
い
な
い
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
が

い
た
。
赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の
移
動
は
、
99
％

難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
。
遠
く
へ
運
ぶ
ま

で
に
、
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
名

前
を
つ
け
て
勇
気
づ
け
よ
う
！

海
や
プ
ー
ル
の
油
を
す
く
っ
て
く
れ
た
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
文
字
を
も

ら
っ
て
「
ラ
ボ
」。
ラ
ボ
は
5
時
間
の
輸
送

に
耐
え
奇
跡
的
に
命
の
危
機
か
ら
脱
す
る
こ

な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
地
震
と
は
何
か
を
イ
メ
ー
ジ
で

き
な
い
小
さ
な
子
ど
も
で
も
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
追
っ
て
い
く
と
、
地
震
の
と
き
に
し
た
ほ

う
が
い
い
こ
と
が
、
一
通
り
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
行
動
の
ポ
イ
ン
ト

が
、「
仕
掛
け
」
と
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
お
り
、
シ
ー
ル
、
迷
路
、
絵
探
し
な
ど
、

意
味
を
わ
か
っ
て
い
な
く
て
も
、
記
憶
に
残

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

地
震
と
い
う
も
の
を
子
ど
も
に
初
め
て
教

え
る
教
材
と
し
て
、
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
が

き
っ
ち
り
押
え
て
あ
り
、
と
て
も
い
い
絵
本

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

よ
り
具
体
的
に
災
害
の
イ
メ
ー
ジ
を
実
感

で
き
れ
ば
、
事
前
に
災
害
に
備
え
る
と
い
う

行
動
に
つ
な
が
る
。
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
る
た

め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
に
は
、
防
災
絵
本

が
あ
る
。

絵
本
に
は
、
防
災
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

読
む
の
と
違
い
、
心
の
中
に
あ
る
感
覚
が
残

る
。
そ
の
感
覚
は
小
さ
な
子
ど
も
に
も
伝
染

す
る
。
私
た
ち
の
「
宝
」
を
守
る
た
め
、
読

ま
せ
て
お
き
た
い
絵
本
。
そ
う
い
っ
た
絵
本

を
今
回
は
紹
介
し
た
い
。

…
…

イ
ル
カ
の
ラ
ボ
ち
ゃ
ん

文
…
す
ず
き
た
か
し
（
越
前
松
島
水
族
館
長
）

絵
…
や
ま
ざ
き
よ
う
こ
（
お
け
ら
牧
場
）

福
井
新
聞
社

元気に育ったラボ（写真提供：越前松島水族館）

楽しい仕掛け

と
が
で
き
た
。
ラ
ボ
は
、
み
ん
な
の
気
持
ち

に
生
か
さ
れ
た
の
だ
。

こ
の
救
出
劇
を
絵
本
に
し
た
の
が
、「
イ

ル
カ
の
ラ
ボ
ち
ゃ
ん
」。
尊
い
命
を
助
け
る

た
め
に
、
数
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関

わ
っ
た
。
命
の
貴
さ
、
環
境
の
大
切
さ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
る
物

語
。
い
ま
で
は
、
福
井
で
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
に
も
な
っ
て
い
る
。

越
前
松
島
水
族
館
を
訪
れ
る
と
、
い
ま
も

ラ
ボ
は
元
気
な
姿
で
シ
ョ
ー
を
見
せ
て
い
る
。

こ
ど
も
安
全
え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ
❷

   

そ
な
え
る

絵
…
中
村
み
つ
を

監
修
…
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
国
崎
信
江

株
式
会
社
学
習
研
究
社

こ
の
絵
本
は
、
登
場
人
物
の
ソ
ナ
エ
ー
ル

は
か
せ
と
、
な
ま
ず
ロ
ボ
と
一
緒
に
、
地
震

が
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
少
し
ず
つ
考
え
て
い
く
構
成
と



た
ち
の
自
主
防
災
組
織
は
、
消
防

団
員
O
B
が
中
心
に
な
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
消
防
車
が
来
る
ま
で
の
初

期
消
火
を
ど
う
す
る
か
、
お
年
寄
り
や
要

援
助
者
を
災
害
時
に
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
自
分
た
ち
の

地
域
は
住
民
の
力
で
守
れ
る
よ
う
に
し
よ

う
と
、地
域
の
人
々
の
防
災
意
識
を
高
め
て
、

自
治
会
や
民
生
委
員
、
消
防
団
な
ど
と
と

も
に
活
動
を
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し

た
。私

た
ち
の
組
織
は
平
成
6
年
に
発
足
し

ま
し
た
が
、
当
初
、
地
区
住
民
の
関
心
は

高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

翌
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
意

識
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

し
ば
ら
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
災
害
が
起

き
な
い
と
、
危
機
感
は
薄
れ
ま
す
。

住
民
の
日
ご
ろ
の
危
機
感
を
継
続
し
て

い
く
た
め
、
防
犯
活
動
を
と
り
い
れ
て
い

ま
す
。
防
災
と
防
犯
は
重
な
る
部
分
が
あ

り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
は
、

火
災
や
犯
罪
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
地
域

や
住
民
を
よ
く
知
る
こ
と
が
、
災
害
時
に

も
役
立
ち
ま
す
。
年
末
に
は
、
民
生
委
員

や
消
防
団
と
協
力
し
て
1
人
暮
ら
し
の
老

人
を
訪
問
し
、
火
の
元
を
点
検
す
る
な
ど

の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に

は
、
組
織
を
し
っ
か
り
作
り
、
き
ち
ん
と

し
た
年
間
計
画
を
立
て
て
、
自
治
会
や
他

の
組
織
と
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工

夫
し
て
、
人
々
に
常
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
参
加
を
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
住

民
と
と
も
に
活
動
を
続
け
て
い
く
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

平
成
15
年
7
月
20
日
、
19
名
の
尊
い
生

命
が
奪
わ
れ
た
水
俣
豪
雨
災
害
で
は
、
住

民
避
難
や
避
難
所
開
設
な
ど
の
際
に
、
こ

の
よ
う
な
日
ご
ろ
の
自
主
防
災
活
動
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

年間を通して、住民が興味をもって参加・活動するプログラムを作りましょう！
定期的に行う会合にはさまざまな講師を招いて講座を開き、春には消火器点検や防災訓練、夏には水害や水の
事故防止、秋から冬には火災予防訓練など、季節ごとに住民の興味のある内容を実施して、防災意識を継続す
るように活動しています。

自主防災活動を地域住民と継続していくためには、
どんな工夫をしたらいいでしょうか？

水
俣
市
第
3
区
自
治
会
防
災
防
犯
委
員
会
（
熊
本
県
）

久
木
田
一
也
（
く
き
た
・
か
ず
な
り
）

平
成
4
年
か
ら
12
年
、
ま
で
水
俣
市
消
防
団
に
勤
務
、

平
成
6
年
に
第
3
区
自
治
会
防
災
防
犯
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
。
委
員
会
は
平
成
21
年
防
災
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。

私

イラスト：吉田静佳
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「
こ
こ
ま
で
水
が
来
よ
っ
た
ん
で
す

よ
」。
民
宿
の
お
か
み
が
指
さ
し
た
1
階
大

広
間
の
柱
に
は
、
大
人
の
腰
の
位
置
に
平

成
17
年
9
月
の
台
風
襲
来
時
の
水
位
が
青

の
マ
ジ
ッ
ク
で
刻
ま
れ
て
い
た
。
日
本
最

後
の
清
流
と
し
て
知
ら
れ
る
高
知
県
の
四

万
十
川
の
畔
。
昨
夏
、
カ
ヌ
ー
で
5
年
ぶ

り
に
再
訪
し
た
私
に
、
あ
ら
た
め
て
「
暴

れ
川
」
の
一
面
を
見
せ
つ
け
て
く
れ
た
。

「
家
の
中
で
大
き
な
コ
イ
が
泳
い
で
い
て
、

不
謹
慎
だ
け
ど
写
真
撮
っ
ち
ゃ
い
ま
し

た
」。
お
か
み
が
い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
笑
い
な

が
ら
差
し
出
し
た
1

枚
に
は
、
部
屋
の
中

で
魚
取
り
網
片
手
に

収
ま
っ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
清
流
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
四
万
十
川
だ
が
、
増
水
時
に
は
大
量

の
土
砂
を
巻
き
上
げ
、
三
角
波
を
立
て
る

濁
流
と
化
す
。
全
長
1
9
6
キ
ロ
の
本
流
に

は
発
電
用
の
小
さ
な
堰
が
1
つ
あ
る
だ
け

で
、
台
風
な
ど
の
大
雨
で
水
位
は
一
気
に

5
〜
10
m
も
上
昇
す
る
。
山
々
を
縫
う
よ

う
に
蛇
行
す
る
流
れ
に
は
河
口
付
近
を
除

い
て
堤
防
が
な
く
、
10
m
も
増
水
す
れ
ば

浸
水
す
る
家
が
出
る
。

「
た
ま
に
水
を
か
ぶ
る
か
も
し
れ
ん
。
で

も
川
に
近
い
が
便
利
な
が
よ
」。
集
落
で
一

番
に
水
に
浸
か
る
と
い
わ
れ
る
家
に
住
む

青
年
は
事
も
な
げ
に
語
る
。
青
年
は
川
漁
や

料
理
の
仕
出
し
の
傍
ら
、
時
折
カ
ヌ
ー
の
ガ

イ
ド
も
こ
な
し
て
い
る
。
川
底
の
泥
や
古
い

藻
を
た
ま
に
洗
い
流
し
て
く
れ
な
い
と
、

水
は
濁
る
し
ア
ユ
が
泥
臭
く
な
る
の
で
困

る
、
と
も
。
近
所
の
人
々
は
い
う
。「
あ
ん

た
の
家
が
年
に
2
、
3
回
は
浸
か
っ
て
く
れ
ん

と
四
万
十
川
が
よ
う
（
良
く
）
な
ら
ん
」。

こ
ん
な
冗
談
を
飛
ば
す
隣
人
も
、
増
水

時
に
は
真
っ
先
に
青
年
の
家
に
駆
け
つ
け
、

総
出
で
家
財
道
具
の
避
難
を
手
伝
う
。
後

片
付
け
も
や
は
り
集
落
総
掛
か
り
だ
。「
水

が
引
き
始
め
た
ら
ほ
う
き
や
棒
で
か
き
回

し
て
、
川
に
全
部
持
っ
て
い
っ
て
も
ら
う
」

の
が
コ
ツ
だ
と
か
。
な
る
ほ
ど
、
何
度
も
水

に
浸
か
っ
て
い
る
は
ず
の
家
々
に
は
、
わ
ず

か
な
壁
の
染
み
を
除
い
て
痕
跡
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

今
、
日
本
の
治
水
政
策
は
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
。
政
権
交
代
後
の
政
府
は
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を
合
言
葉
に
、
百
〜

二
百
年
に
1
度
の
大
雨
を
想
定
し
て
、
ダ

ム
で
一
時
的
に
堰
き
止
め
る
量
と
河
道
に

流
す
量
に
分
け
る
と
い
う
従
来
の
方
針
か

ら
、「
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
治

水
」
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
有
識
者
会
議

で
議
論
を
重
ね
て
い
る
。

中
止
後
の
地
元
補
償
や
生
活
再
建
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
治
水
方
針
の

転
換
は
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
な
議
論
が
避

け
ら
れ
て
き
た
「
万
が
一
の
と
き
の
避
難
」

と
い
う
課
題
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

百
年
単
位
の
確
率
の
大
規
模
な
洪
水
を
想

定
し
て
、
常
に
河
川
を
「
整
備
途
中
」
の
状

態
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
過
去
の
記

録
や
財
政
状
況
か
ら
判
断
し
て
現
実
的
な

整
備
目
標
に
置
き
換
え
る
の
だ
か
ら
、
当

然
〝
想
定
以
上
の
事
態
〞
の
頻
度
は
上
が

る
。
で
は
備
え
の
ほ
う
は
ど
う
か
。

残
念
な
が
ら
一
部
の
水
害
常
襲
地
を
除

い
て
、
洪
水
に
対
す
る
危
機
意
識
は
河
川

整
備
の
進
捗
と
と
も
に
希
薄
に
な
っ
て
き

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
成
10
年
の
利
根

川
の
増
水
時
に
は
、
堤
防
か
ら
河
川
側
の

駐
車
場
に
止
め
て
い
た
車
両
が
多
数
流
さ

れ
た
。
そ
こ
は
河
川
の
一
部
で
あ
る
と
い
う

意
識
す
ら
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

今
夏
に
政
府
が
示
す
治
水
方
針
で
は
、

避
難
対
策
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
り
重

点
が
置
か
れ
る
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
の
機

会
で
あ
る
。
行
政
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
や
防
災
情
報
の
提
供
手
段
な
ど
の
整
備

を
進
め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
川
沿
い
に
暮

ら
す
誰
も
が
〝
想
定
外
の
洪
水
〞
に
備
え

て
、
避
難
場
所
や
連
絡
手
段
な
ど
を
、
家

族
や
地
域
で
話
し
合
う
機
会
に
な
れ
ば
と

願
う
。

洪水を

意識する

防　災
ちょっとクイズ
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政府インターネットテレビ
51ch防災チャンネルのお知らせ

「防災チャンネル」は、災害への備えなどの防災に関するさまざまな情報を、VTR取材などを挟みながらゲストとのトー
クやクイズを実施し、幅広い年齢層に分かりやすく紹介しています。

政府インターネットテレビは、国民生活にかかわりの深いテーマについて、広く国民の方々に、その内容、背景、必
要性などを知っていただくための情報などを、動画でわかりやすく提供しています。（http://nettv.gov-online.go.jp/）

防災ボランティア活動に関する番組の提供が開始されています。みなさま是非ご覧ください！

緊急地震速報　その時あなたは！？－峰竜太のナッ得！ニッポン 自分たちの地域は自分たちで守るー自主防災組織ー中西哲生のJust Japan

・番組名 助け合う人の力が「防災力」 ・テーマ「きょうからはじめる防災ボランティア活動」 

で検索を！


